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平成 27 年 9 月 16 日１通のメールが私のもとに届いた。

◇東京マラソン 2016 抽選結果のご報告◇「厳正なる抽選を

行いました結果，「当選」となりました。」2年ぶり 2度目の

当選である。

今回，マラソン（42.195km）の一般募集に申し込んだ人

数は 308,810 人（抽選倍率約 11.3 倍）だった。一般募集の

当選人数は，マラソンが 27,370 人となっている。このほか

約 9,000 人，総勢 36,647 人。もちろん日本最大のマラソン

イベントである。

申込の仕組みは，一般枠として 1回の抽選。会員になる

と 3回の抽選が受けられる。その他 10万円以上の寄付をし

た方も参加資格が得られる。

健康維持のため始めたマラソンもすでに 6年たち，ちょっ

と中だるみしてきたところであるが，多くのランナーから選

ばれたのだから，前回より良い結果を出すことを目標に頑

張ってみようと考えた。

平成 28年 2月初旬，東京マラソンの案内が送られてきた。

かなり分厚い郵送物である。中身は，ゼッケン引換証，マラ

ソン当日の流れ，パンフレット，協賛会社の広告等々。否が

応でも，気分は盛り上がる。2月 25 日～ 27 日に引換証と

身分証明書を持ってビッグサイトへ，本人確認を済ましゼッ

ケンを受け取る。会場では，協賛会社の宣伝，販売会，抽選

会などのイベントも行われ，お祭り気分である。

平成 28 年２月 28 日，天気は晴れ，気温 10℃，微風。2

月末にしてはとても温かい。午前 7時より新宿都庁周辺は

通行止め。参加者は指定のゲートよりゼッケンを見せつつ，

手荷物審査と金属探知機検査を受けて会場入り。ボストンマ

ラソンでの爆発事件以来の厳重警戒態勢である。まるで飛行

場にでも乗るようなチェック。手荷物は支給されたビニール

袋に入る大きさまで，折り畳み傘やペットボトルの持ち込み

禁止などの制限がある。会場内（都庁前のスタート地点と新

宿中央公園周辺）に設置されたトイレの数は 100 基以上，1

基におよそ 50人は並ぶのはレースの風物詩でもある。持ち

込んだ荷物は，50 数台のトラックのうち自分のゼッケン番

号が記された指定のトラックに預け，ゴール地点まで運ばれ

るシステムである。ＡからKのブロックのうちDブロック

にゲートイン。速い人から並ばないとスタート後ランナーが

入り乱れ事故の原因となるため，自己申告ではあるがブロッ

ク分けされている。

記録は，号砲よりゴールした時点でのタイムが正式記録だ

が，プロはともかく市民ランナーは最後尾からスタートして

もネット記録として自分がスタート線を踏んでからゴール線

までを記録として考えているようだ。9時 10 分。号砲が聞

こえたが，しばらく動く気配がない。少しずつだが周りが歩

きだし，徐々に走りに変わってきた。約 4分後ゲートをく

ぐると関が切れたように皆，全速で駆け出す。とても速い。

スタート時は気力・体力が充分なので，周りにつられ実力以

上の速さで走りがちであるが最後までは持たない。わかって

いるが走ってしまう。新宿からお台場まで沿道の応援には圧

倒された。とにかく人だらけ，すごい。ランナー情報もよく

できており，専用アプリを開くと全ランナーがどこを走って

いるか誰でも追跡できるのである。気が抜けない。前回と違

うのは，ランナー仲間が多数応援に来てくれている点。心強

くもありプレッシャーもある。沿道を見ながら知った顔を見

ると寄って行って手をふり声援を受ける。実に気持ちいいも

のである。ゴール後，手元の時計を見ると 43.10㎞走ってい

る。コースの道幅が広いせいなのか，声援にこたえるため寄

り道をしたせいなのか？

3時間 44 分を切る目標達成には 6分足らなかったが，充

足感が漂ってきた。次回に向けて，記録更新を目標に走り続

けてみよう。
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はじめに

埼玉スタジアム 2002 のピッチの天
然芝はスタジアム建設工事の一環と
して平成 13（2001）年 3 月 26 日に
寒地型芝 3種混合の手法で播種され，
我々が種子の発芽および芝草の生長
などを見守るなか同年 8月 1日から，
芝管理を始めて，今年の夏で満 15 年
を経過することになる。
スタジアムは巨大な屋根に起因し日
照条件や通風が悪く，芝草の生育状態
は，人間の体を表現する言葉を借りる
と『虚弱体質』な状態であるため，芝
の育成にあたってはなるべくストレス
をかけないような管理が必要となる。
そのため，芝管理を始めた時から芝草
の生育に関する基本的な気象観測，物
理性，科学性，試合に対する各種デー
タの収集を行ってきた。今回の原稿で
はその一例を紹介するとともに，ほん
の一部だが観測や測定したデータを取
りあげたので参考にしていただきたい。
さらに今回は芝管理だけでなく，埼
玉県におけるサッカーの歴史とスタジ
アム建設の経緯を紹介する。

1. 埼玉県におけるサッカー
の歴史と新スタジアム建設
の理念と経緯
埼玉県南部の旧浦和地区（現さいた
ま市）は，元々サッカーが盛んな場所
であった。埼玉県内でのサッカーの
歴史は今から約 100 年以上前に遡る。
当時の埼玉師範学校（現国立埼玉大学）

で学ぶ生徒にサッカーが教えられたこ
とが埼玉でのサッカーの始まりとされ
ている。昭和 12 年に行われた第 19
回全国中等学校蹴球大会において埼玉
師範学校は全国制覇を果たした。『埼
玉サッカー発祥の地』（写真 -1）の像
はさいたま市役所の敷地内に建立され
ている。その後も旧浦和市内ではサッ
カーが盛んであり，埼玉師範学校で学
んだ学生が教師となって市内の中学や
高校で高いレベルの学業とサッカーを
指導したため，文武両道を教育の柱と
している浦和高校，浦和西高校，浦和
市立高校，浦和南高校は全国大会にお
いて 21 回の優勝回数を果たした。そ
の中でもサッカー王国埼玉の先駆け的
な存在になった浦和高校は圧倒的な強
さを誇り 69 連勝は今でも語り種 ( ぐ
さ ) になっている。相手は高校生だけ
ではなく大学生や実業団との試合も多
く，いかに強豪だったかがうかがえる。
当時試合を行っていたグラウンドは芝
生ではなく土の校庭で雨が降ると当分
使えず，水たまりが多かったと記録に
残されている。

昭和 44 年に創部 6年目の旧浦和市
立南高等学校サッカー部が高校総体，
国体，高校選手権大会を制し三冠を達
成したことを題材とした人気アニメ
だった『赤き血のイレブン』は当時の
サッカー少年に人気を博していた。
県営大宮公園サッカー場（写真 -2）
は昭和 35 年に日本初のサッカー専用
球技場として開場した。当時のピッチ
は土砂で作られた簡素な状態だった
が，昭和 39 年の東京オリンピックで
使用されることになり客席などの付帯
施設を作り，芝草は高麗芝とした。ディ
エゴ ･マラドーナが国際大会デビュー
をしたワールドユース日本大会や全国
中学校サッカー大会など多くの試合を
行い，後に埼玉国体，全国高校選手権
大会，天皇杯，Jリーグでは一時期浦
和レッズがホームグラウンドとして使
用したこともあるが，平成 13 年さい
たま市が政令指定都市になったのを記
念して所有権が県から市へと完全移管
された。現在は命名権を取得した地元
FM局がNACK5 スタジアムとして大
宮アルディージャがホームスタジアム

公益財団法人埼玉県公園緑地協会
埼玉スタジアム 2002

輪嶋　正隆

埼玉県におけるサッカーの歴史と
スタジアム建設の経緯と芝管理

特集・スポーツターフの管理と雑草対策

写真 -1　埼玉サッカー発祥の地
     （さいたま市役所）

昭和 44 年に創部 6 年目の旧浦和市立南高等学校サッカー部が高校総体，国体，高校選手権

大会を制し三冠を達成したことを題材とした人気アニメだった『赤き血のイレブン』は当

時のサッカー少年に人気を博していた。 
県営大宮公園サッカー場（写真-2）は昭和 35 年に日本初のサッカー専用球技場として開

場した。当時のピッチは土砂で作られた簡素な状態だったが，昭和 39 年の東京オリンピッ

クで使用されることになり客席などの付帯施設を作り，芝草は高麗芝とした。ディエゴ･マ

ラドーナが国際大会デビューをしたワールドユース日本大会や全国中学校サッカー大会な

ど多くの試合を行い，後に埼玉国体，全国高校選手権大会，天皇杯，J リーグでは一時期浦

和レッズがホームグラウンドとして使用したこともあるが，平成 13 年さいたま市が政令指

定都市になったのを記念して所有権が県から市へと完全移管された。現在は命名権を取得

した地元 FM 局が NACK5 スタジアムとして大宮アルディージャがホームスタジアムとし

て使用している。 
J リーグの試合を開催する場合はエバーグリーンであることが条件として明記されてい

るため，J リーグで使い始めた当時ピッチの芝草は高麗芝の上にペレニアルライグラスをオ

ーバーシードして常緑としたが，今から思えば技術的にも非常に稚拙な仕上がりであった。

その後グラウンドの改修を行い寒地型芝草（ケンタッキーブルーグラス 3 種）のピッチと

したが，数年前のスタジアム本体の全面改修時にグラウンドも改修し，芝種は改良型バー
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の国際試合を埼玉県に誘致することを想定しながら計画を開始したが，ワールドカップ後
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ど多くの試合を行い，後に埼玉国体，全国高校選手権大会，天皇杯，J リーグでは一時期浦

和レッズがホームグラウンドとして使用したこともあるが，平成 13 年さいたま市が政令指

定都市になったのを記念して所有権が県から市へと完全移管された。現在は命名権を取得

した地元 FM 局が NACK5 スタジアムとして大宮アルディージャがホームスタジアムとし

て使用している。 
J リーグの試合を開催する場合はエバーグリーンであることが条件として明記されてい

るため，J リーグで使い始めた当時ピッチの芝草は高麗芝の上にペレニアルライグラスをオ

ーバーシードして常緑としたが，今から思えば技術的にも非常に稚拙な仕上がりであった。

その後グラウンドの改修を行い寒地型芝草（ケンタッキーブルーグラス 3 種）のピッチと
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計施工へと進んだが，残念なことにワールドカップの決勝戦の誘致には敗れ，2002 年のワ

写真-1 埼玉サッカー発祥の地（さいたま市役所） 写真-2 県営大宮公園サッカー場（平成 10 年）写真 -2　県営大宮公園サッカー場
　　　　　　  （平成 10 年）

昭和 44 年に創部 6 年目の旧浦和市立南高等学校サッカー部が高校総体，国体，高校選手権

大会を制し三冠を達成したことを題材とした人気アニメだった『赤き血のイレブン』は当

時のサッカー少年に人気を博していた。 
県営大宮公園サッカー場（写真-2）は昭和 35 年に日本初のサッカー専用球技場として開

場した。当時のピッチは土砂で作られた簡素な状態だったが，昭和 39 年の東京オリンピッ

クで使用されることになり客席などの付帯施設を作り，芝草は高麗芝とした。ディエゴ･マ

ラドーナが国際大会デビューをしたワールドユース日本大会や全国中学校サッカー大会な

ど多くの試合を行い，後に埼玉国体，全国高校選手権大会，天皇杯，J リーグでは一時期浦

和レッズがホームグラウンドとして使用したこともあるが，平成 13 年さいたま市が政令指

定都市になったのを記念して所有権が県から市へと完全移管された。現在は命名権を取得

した地元 FM 局が NACK5 スタジアムとして大宮アルディージャがホームスタジアムとし

て使用している。 
J リーグの試合を開催する場合はエバーグリーンであることが条件として明記されてい

るため，J リーグで使い始めた当時ピッチの芝草は高麗芝の上にペレニアルライグラスをオ

ーバーシードして常緑としたが，今から思えば技術的にも非常に稚拙な仕上がりであった。

その後グラウンドの改修を行い寒地型芝草（ケンタッキーブルーグラス 3 種）のピッチと

したが，数年前のスタジアム本体の全面改修時にグラウンドも改修し，芝種は改良型バー

ミューダグラス＋ペレニアルライグラスでのウィンターオーバーシードのターフとなった。 
 さいたまスタジアム 2002 建設の経緯については以下の通りである。新スタジアムは多く

の国際試合を埼玉県に誘致することを想定しながら計画を開始したが，ワールドカップ後

のスタジアムの使用状況が全く見えてなく，漠然とした形で客席を約 4 万人収容とした計

画で設計が進んでいた。その後ワールドカップの日本開催が決定的となり，3 つの理念（表

-1）を掲げてスタジアムを建設することとした。当時の埼玉県の土屋知事は決勝戦を誘致す

る英断を行い，急遽現在のスタジアムの客席数 63,700 席とした計画の変更が行われ実施設

計施工へと進んだが，残念なことにワールドカップの決勝戦の誘致には敗れ，2002 年のワ

写真-1 埼玉サッカー発祥の地（さいたま市役所） 写真-2 県営大宮公園サッカー場（平成 10 年）

輪嶋：特集・埼玉県におけるサッカーの歴史とスタジアム建設の経緯と芝管理　3

として使用している。
J リーグの試合を開催する場合はエ

バーグリーンであることが条件として
明記されているため，J リーグで使い
始めた当時ピッチの芝草は高麗芝の上
にペレニアルライグラスをオーバー
シードして常緑としたが，今から思え
ば技術的にも非常に稚拙な仕上がりで
あった。その後グラウンドの改修を行
い寒地型芝草（ケンタッキーブルーグ
ラス 3 種）のピッチとしたが，数年
前のスタジアム本体の全面改修時にグ
ラウンドも改修し，芝種は改良型バー
ミューダグラス＋ペレニアルライグラ
スでのウィンターオーバーシードの
ターフとなった。

埼玉スタジアム 2002 建設の経緯に
ついては以下の通りである。新スタジ
アムは多くの国際試合を埼玉県に誘致
することを想定しながら計画を開始し
たが，ワールドカップ後のスタジアム
の使用状況が全く見えてなく，漠然と
した形で客席を約 4 万人収容とした
計画で設計が進んでいた。その後ワー
ルドカップの日本開催が決定的とな

り，3 つの理念（表 -1）を掲げてス
タジアムを建設することとした。当時
の埼玉県の土屋知事は決勝戦を誘致す
る英断を行い，急遽現在のスタジアム
の客席数 63,700 席とした計画の変更
が行われ実施設計施工へと進んだが，
残念なことにワールドカップの決勝戦
の誘致には敗れ，2002 年のワ ールド
カップでは準決勝 1 試合と予選 3 試
合が当スタジアム（写真 3,4）で行わ
れ，日本代表が 2 得点あげたことは
記憶に強く残っている。

ちなみに 2002 年のワールドカップ
は日韓共催だったため，準決勝のもう
一試合は韓国のソウルスタジアムで行
われた。日韓での試合会場は日本韓国
各 10 カ所合計 20 会場であった。

2. 立地と気候

当スタジアムは，東京都心のほぼ真
北に位置している。特に梅雨時期から
初秋にかけて都内からの熱気を含んだ
風の影響でスタジアム内では気温の上
昇により寒地型芝草の育成は非常に難

しく，特に夏越しは年々厳しい状況に
なってきている。

またグラウンドは強大なコンクリー
ト建造物に囲まれているため，日中コ
ンクリートに蓄えられた熱が冷めづら
く，ピッチ内で熱帯夜の指標となる
25° 以下に気温が下がるのは早朝 4 時
頃になる，スタジアム内とスタジアム
外のナーサリーに百葉箱を設置し気象
観測を行っていて比較してみると，ス
タジアム内で高温期と低温期において
0.2℃から 1℃弱気温が高いことが判
明している（表 -2）。

3. 芝草の選定と地温コント
ロールシステム

なぜ埼玉の夏期の気温が高い地で寒
地型芝草が採用されたかは次の通りで
ある。

FIFA の当時のスタジアム基準では，
2002 年にワールドカップを開催する
施設は，全体の客席の 2 ／ 3 は屋根
で覆われてなくてはならないとし，な
おかつピッチの芝草はエバーグリーン
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リーンで均一に刈り込まれた状態でなくてはならないと規定している。 
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ー場を造成することを考えた場合，誰もが何の躊躇もなく暖地型芝草の使用を念頭に計画

すると思う。しかし，前述した FIFA の規定から，スタジアム建造物のピッチ内における日

陰シミュレーションを見ると，長時間にわたる日陰の影響で暖地型芝草は健全に生育する

為の光合成ができず，プレーに対して強度をもった芝草に育たない可能性が高いことが判

明した。そのため，やむを得ず暖地型芝草より比較的太陽光量が少なくても生育可能な寒

地型芝草を採用したものであるが，あわせて低日照条件下での芝草の生育を補う補助的な

手段として地温コントロールシステムの採用を決断した。地温コントロールシステムの暖

房運転は，欧州の緯度が高い地域で屋根があるないに関わらず天然芝をもつ主要なスタジ

アムや練習場では一般的に整備された設備である。また極寒の地で天然芝が育ちにくい場

所での人工芝ピッチの場合でも冬期の霜による凍結や降雪後の融雪対策として地温コント

ロールシステムは普及している。     
また，特に欧州圏でのサッカーシーズンは 8 月頃から翌年の 5 月頃までなので，寒い期

間の観客の寒さ対策としてのホスピタリティーを意識するとスタジアムの屋根の開口部は

小さくなりがちである。そのことにより，芝草は良好な状態で生育できないため，補助光

としてのグローランプと併用（写真-5）して，地温コントロールシステムがセットで稼働し

ているのが一般的になってきた。最近ではさらにプレーイングクォリティーを進化させた

手法で人工芝の葉と茎の部分をピッチに埋め込み，葉の間にペレニアルライグラスを播種

し育成するハイブリットな構造のグラウンド（写真-6）が普及してきた，この手法により今

まで 1 年間に何回か芝の張り替えを行ってきたことが皆無になっている。 
 

項 目 温度  日数 備  考 

最高気温 40℃  7 月 26 日記録 

最高温度 35℃以上 24 日 7 月 16 日間  8 月 8 日間    

熱 帯 夜    26 日 7 月 13 日間 8 月 13 日間 

最低気温 －2.5℃  2 月 10 日記録 

最低温度 0 度以下 22 日 12 月 1 日間 1 月 10 日間 

2 月 10 日間  3 月 1 日間 

表-2 平成 27 年度気象状況表表−2　平成 27年度気象状況表（スタジアム内で観測）
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で均一に刈り込まれた状態でなくては
ならないと規定している。

植物を知り，芝草のことを熟知して
いる諸氏であれば，埼玉のこの地で天
然芝のサッカー場を造成することを考
えた場合，誰もが何の躊躇もなく暖地
型芝草の使用を念頭に計画すると思
う。しかし，前述した FIFA の規定か
ら，スタジアム建造物のピッチ内にお
ける日陰シミュレーションを見ると，
長時間にわたる日陰の影響で暖地型芝
草は健全に生育する為の光合成ができ
ず，プレーに対して強度をもった芝草
に育たない可能性が高いことが判明し
た。そのため，やむを得ず暖地型芝草
より比較的太陽光量が少なくても生育
可能な寒地型芝草を採用したものであ
るが，あわせて低日照条件下での芝草
の生育を補う補助的な手段として地温
コントロールシステムの採用を決断し
た。地温コントロールシステムの暖房
運転は，欧州の緯度が高い地域で屋根
があるないに関わらず天然芝をもつ主
要なスタジアムや練習場では一般的に

整備された設備である。また極寒の地
で天然芝が育ちにくい場所での人工芝
ピッチの場合でも冬期の霜による凍結
や降雪後の融雪対策として地温コント
ロールシステムは普及している。 　　　

また，特に欧州圏でのサッカーシー
ズンは 8 月頃から翌年の 5 月頃まで
なので，寒い期間の観客の寒さ対策と
してのホスピタリティーを意識すると
スタジアムの屋根の開口部は小さくな
りがちである。そのことにより，芝草
は良好な状態で生育できないため，補
助光としてのグローランプと併用（写
真 -5）して，地温コントロールシス
テムがセットで稼働しているのが一般
的になってきた。最近ではさらにプ
レーイングクォリティー (PQ) を進化
させた手法で人工芝の葉と茎の部分を
ピッチに埋め込み，葉の間にペレニア
ルライグラスを播種し育成するハイブ
リッドな構造のグラウンド（写真 -6）
が普及してきた。この手法により今ま
で 1 年間に何回か芝の張り替えを行っ
てきたことが皆無になっている。

これに対して当スタジアムでは，建
設当時世界的にも類がない（現在はブ
ラジルに 1 カ所存在）高温期におい
て冷水運転に切り替え出来る地温コン
トロールシステムを完備している（写
真 -7）。それぞれ寒地型芝草育成の補
助的な役割の設備であるが，このシス
テムの稼働時の熱源は芝管理だけの特
別な設備ではなく，スタジアム館内の
冷暖房の空調熱源を利用しているため
経済的であることが大きな特徴であ
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地温の上昇が寒地型芝草の生育に対し
大きな影響を与える時期に根部の地温
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面の表面温度の低下も短時間に行え
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り寒地型芝草が虚弱な体質に生育する
ことは避けられない。そのため，生育
状態をそれ以上悪化させないための補
助的な手段としてこのシステムを運転
している。この設備を使用したからと
いって芝草が試合に対して強度を保ち
万全な姿で生育するわけではないが，
今までの経験から，地温コントロール
システムの冷水運転が，埼玉の高温下
での寒地型芝草の育成に芝の育成に
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で均一に刈り込まれた状態でなくては
ならないと規定している。

植物を知り，芝草のことを熟知して
いる諸氏であれば，埼玉のこの地で天
然芝のサッカー場を造成することを考
えた場合，誰もが何の躊躇もなく暖地
型芝草の使用を念頭に計画すると思
う。しかし，前述した FIFA の規定か
ら，スタジアム建造物のピッチ内にお
ける日陰シミュレーションを見ると，
長時間にわたる日陰の影響で暖地型芝
草は健全に生育する為の光合成ができ
ず，プレーに対して強度をもった芝草
に育たない可能性が高いことが判明し
た。そのため，やむを得ず暖地型芝草
より比較的太陽光量が少なくても生育
可能な寒地型芝草を採用したものであ
るが，あわせて低日照条件下での芝草
の生育を補う補助的な手段として地温
コントロールシステムの採用を決断し
た。地温コントロールシステムの暖房
運転は，欧州の緯度が高い地域で屋根
があるないに関わらず天然芝をもつ主
要なスタジアムや練習場では一般的に

整備された設備である。また極寒の地
で天然芝が育ちにくい場所での人工芝
ピッチの場合でも冬期の霜による凍結
や降雪後の融雪対策として地温コント
ロールシステムは普及している。 　　　

また，特に欧州圏でのサッカーシー
ズンは 8 月頃から翌年の 5 月頃まで
なので，寒い期間の観客の寒さ対策と
してのホスピタリティーを意識すると
スタジアムの屋根の開口部は小さくな
りがちである。そのことにより，芝草
は良好な状態で生育できないため，補
助光としてのグローランプと併用（写
真 -5）して，地温コントロールシス
テムがセットで稼働しているのが一般
的になってきた。最近ではさらにプ
レーイングクォリティー (PQ) を進化
させた手法で人工芝の葉と茎の部分を
ピッチに埋め込み，葉の間にペレニア
ルライグラスを播種し育成するハイブ
リッドな構造のグラウンド（写真 -6）
が普及してきた。この手法により今ま
で 1 年間に何回か芝の張り替えを行っ
てきたことが皆無になっている。
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輪嶋：特集・埼玉県におけるサッカーの歴史とスタジアム建設の経緯と芝管理　5

4. スタジアム内の気象と
地温の観測

当スタジアムでは，業務開始当時か
らメインピッチ内とナーサリーで簡単
な気象観測（気温，湿度，雨量）を
行っている。そのほかメインピッチで
は屋根の日陰による日射量から芝草へ
の生育の影響を受ける 3地点（西南，
南中，東南）で 1日 3回（10 時，12
時，15 時）地下部 3cm 地点の地温
の測定を行っている（写真 -8，表 -4，
図 -1）。
今の時代は，PCに接続してタイム
リーに確認することができるウェザー
ステーションやセンサーをピッチに埋
め自動計測することが当たり前のこと
だと思うが，当スタジアムではあえて
必ずピッチ上を歩いて測定地点まで行
き，靴の底で芝草を感じ生育状況を確
認しながら地温を計測している。こう
することにより，日射，温度，湿度，
風などの気候を体感でき，同時に芝草
の生育状況も関連づけて確認できるた
め必ず実践している。特に寒地型芝草
にとって罹病率が高い梅雨時期から晩
秋までは細心な観察が重要である。

5. 試合に対する芝草の強度
と根長

試合時のスパイクによる芝草へのダ
メージを数値化できないかとの試み
の中で，自作した計測器具を使用し

万全な姿で生育するわけではないが，地温コントロールシステムの冷水運転が，高温下で
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表-3 地温コントロールシステムの稼働期間と温度設定 （H26~H27 年稼働実績） 
期   間 設定温度 熱源温度 備   考 

冬期 12 月初旬～3 月中旬 13℃～18℃ 45℃~50℃ 降雪時は+3℃程度上げる 

夏期 6 月中旬～10 月初旬 18℃～23℃ 5℃~7℃ 冷却温度は限界がある 
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て 2001 年から継続して計測している
（写真 -10）。
試合時のスパイクによる芝草の損傷
部分のディポット作業や芝補修は，試
合後のピッチの整備の中でもより丁寧
な作業が求められ，スイーパーを掛け
た後，手作業で行っている，この作業
は試合後の整備の中でも人的に大きな
比重を占めている。
試合時，スパイクにより芝草の表面
が切れて盛り上がることや，横方向に
芝草が寄るという事象は①季節による
芝草の生育状況，②試合時の選手が走
り回ることにより多くの踏圧による土
壌の堅さ柔らかさ，③更新作業の方法，
④土壌の乾湿，根系の発達などと大き
く関係している。年間を通じ一定の幅
の中でのプレーイングクォリティーを
維持するため，その事象を数値で表せ
ないかと思い測定機器（写真 -9）を

自作した。これを用いて毎月ピッチ内
21 ゾーン，105 カ所の強度測定（写
真 -10）を行いデータ化してピッチ面
のプレーに対する強度の参考値として
いる。これらの測定を行うことにより
その時期のピッチコンディションが予
測できるため，利用調整やピッチの利
用規制と制限に役だっている。このこ
とはホームチームに対し適確なアドバ
イスができ，『ホームの利』となって
いる。ちなみに，概ね強度 3kg 以下
の数値の場合は，試合時に芝が荒れる
ことが予想される。そのほか，芝草の

生育状況と根系の調査は，ピッチ内 9
カ所において芝草をカップ切りで切り
抜き，根長を計測し根の状態を確認し
写真撮影を行い観測データとしている
（写真 -11）。

6. 芝管理と芝草に与える
ストレスについて

特に，屋根付きのスタジアム内の芝
草の生育は全日照の管理地に比べ，『虚
弱体質』の状態で生育しているため，
高い頻度で繰り返し行われる芝管理機

　　　　　　　　　　　　　写真 -9　地強度計（右は計測中の強度計）

の状態を確認し写真撮影を行い観測データとしている（写真-11）。 
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械によりストレスやダメージを知らず知
らずのうちに受けている。芝草を良くし
ようと思いやっている行為が逆に本末
転倒にならないよう，当スタジアムでは，
以下についてストレス緩和の手法を用い
ているのでその一例を紹介する。

（1）自走式グリーンモアでの刈込　

通常時の刈込は，ピッチの長辺方
向，短辺方向を交互に刈っている。ち
なみに長辺で刈込む場合は 105 ｍも
の距離を真っ直ぐに刈るため，刈目
境にロープを張って目印としている。
年間の刈込回数は平成 27 年の実績で
157 回，従って約 80 回は同じ所をモ
アが通ることになる。特に梅雨時期か
ら秋期にかけて芝草が高温のため衰退
している時期は機械による轍部分に障
害が生じストレスとなって後の生育に
大きな影響が出るため，当スタジアム
では，駆動がローラー式で轍ができ
ない自走式の 26 インチグリーンモア
（写真 -12）で年間を通し刈込を行っ
ている。国際試合でのサッカー場の刈

込パターンは，FIFA（国際サッカー
連盟）→AFC（アジアサッカー連盟）
→ JFA（日本サッカー協会）からの通
達により，試合時に審判がオフサイド
の判定をし易いように短辺に規則正し
く刈るように指示があり，機械が走る
場所は限定されている。そのため乗用
3連モアの場合は常に同じ所をタイヤ
が通るため轍ができやすく，その部分
は芝草に大きなストレスを与えてしま
うので使用してない。

（2）ゴール立て

試合時に使用するゴールは，ピッチ
内に基礎が埋め込んであり，設置は人
力で行っている（写真 -13）。ゴール
周辺の芝草は特に高温期や成長が鈍化
した時期に踏圧の被害が顕著に表れる
ため，コンパネを加工した板を敷いて
作業を行い度重なる踏圧による芝草へ
のストレスを回避している。

（3）シート掛け

冬期にピッチ全体に掛けるシート
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（1）公園部分芝生地

芝生広場の高麗芝部分については，
一昨年の秋まで除草剤入り肥料（成分・
ジチオピル）を秋期に約 40 ｇ /㎡散
布していたが生産が中止になり，現在
は使用してない。この剤は粒状であり
肥料成分が混入されているため使い勝
手が良かったが，この剤しか使用して
いないと特定の雑草が残ってしまう傾
向があるが概ね良質の芝生広場として
管理できていた。その後除草剤を散布
するようになり，現在では雑草の発生
状況により ①プロピサミド，②ヨー
ドスルフロンナトリウム塩，③アシュ
ラムや④ベスロジン，⑤ハロスルフロ
ンメチル，などの薬剤をその都度選択
できるため，雑草が殆どなく，なお良
質な芝生地が形成され地域住民などの
公園利用者が多く集い，草の上での運
動や遊びを楽しんでいる姿を見ること
ができる。

対象雑草は，スズメノカタビラ，メ
ヒシバ，ヒメクグ，ハマスゲ，チドメ
グサ，オオバコ，ヨモギ，シマスズメ
ノヒエなどである。

（2）メインピッチ（寒地型芝草 3
系統 7 種類）　

建造物に囲まれている構造のためか
雑草は殆ど確認できない。しいていえ
ばスズメノカタビラ，メヒシバが年間
で数十本程度発生し，ディポット作業
を行うときに雑草の抜き取りを行って
いる。ピッチ周辺の人工芝境にタンポ
ポやキク科の雑草が発生することがあ

る。発生範囲は南北にある外部との通
路から通じる開口部付近であることか
ら，風や靴の底に付着してピッチ周辺
まで運ばれ定着したものと推測した。
また，数年前に目砂散布後に全面的に
オランダミミナグサが発生したことが
あった。

（3）第 2 グラウンド（寒地型芝草
2 系統 5 種類）

ピッチ外周は何の障害物もなく，日
照通風が非常に良い生育環境である，
雑草の発生は芝草の密度と大きく関係
するが，常に密度が高い芝草内でもス
ズメノカタビラ，メヒシバ，ヒメクグ
が確認できる。少しターフが薄くなっ
た部分や人工芝境にはキク科雑草が発
生する場合が多い。手取り除草を行っ
ているが，年々雑草の量は多くなって
きている状況である。ヒメクグ，チド
メグサはスポット処理でハロスルフロ
ンメチルやメコプロップ P カリウム
塩液剤を散布している。

（4）第 3 グラウンド（暖地型芝草
改良バーミューダ芝＋ WOS ペレ
ニアルライグラス）　

第 2 グラウンド同様日照通風条件
は良好である。雑草はスズメノカタビ
ラ，メヒシバ，ヒメクグが多く見られ
る。ヒメクグはスポット処理でハロス
ルフロンメチル剤を散布している。そ
のほかの雑草は，手取り除草を行って
いるが，年々雑草の量は多くなってき
ているのが実情である。ウィンター
オーバーシードを行っているので，除

草剤を散布するタイミングは難しい
が，防除にチャレンジするための研究
は常に続ける必要がある。

9. 最後に

日本では今後数年の内にラグビー
ワールドカップ，東京オリンピック，
東京パラリンピックの開催が決まっ
ている。2002 年のサッカーワールド
カップのときは，世界的な大会の経
験がなかったため主催者との間には，
ピッチやピッチ周辺の使用方法，また
芝草のメンテナンスやセッティングに
も大きな齟齬が生じていた。我々は
2002 年のサッカーワールドカップを
経験し，その後のワールドカップの公
式予選や J リーグの試合も頻繁に行わ
れ数をこなすうちにスポーツターフと
しての管理技術も飛躍的に向上してき
た。今まで観測や計測してきた多くの
データを有効に生かし芝草の管理に役
立てることが，今後迎える大きな大会
の成功のカギになると思う。

まとまりのない文章になってしまっ
たが，この小文が何かの役に立てば幸
いである。なお文中の年号は時代がわ
かるよう，あえて統一していない。ま
た，写真は Emirates Stadium  Paul 
Ashcroft （Head Groundsman）原図
のものを除き，すべて著者のものであ
る。

参考文献
・埼玉県サッカー史　
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佐野：特集・IAI スタジアム日本平の芝生と管理　9

はじめに

ここでは IAI スタジアムの歴史，床
構造，芝種の変遷，給排水設備につい
ても触れることにする。また，Ｊリー
グのホームスタジアムのグリーンキー
パー（天然芝ピッチ管理者）としての
大事なことはなにか，私の思うところ
を最後に書いた。本稿が皆様の参考に
なれば幸いである。

1. 日本平スタジアムの歴史

IAI スタジアム日本平（以降：日本
平スタジアム）の正式名は静岡市清水
日本平運動公園球技場である（写真
-1）。日本平スタジアムはサッカーの
町清水のシンボルとして，1991 年に
開場した。観客数 13,000 人，開場時
の芝生はヒメコウライ芝でフィールド
サイズは縦 139.2m，横 79.2m，総

面積約 10,200㎡（現在は縦 132m，
横 73m，総面積 9,632㎡）。1991 年
8月のインターハイ決勝は史上初の清
水勢同士の歴史的決勝となり，清水東
が 2-1 で東海第一高校（現：東海大翔
洋高校）に勝利した。1992年のＪリー
グ発足に伴い清水エスパルスのホーム
スタジアムとなりＪリーグの規定に
合うよう大改修が行われ，収容人員
20,199 人（全て椅子席），芝種は寒
地型三種混合，ピッチ周辺にゴムチッ
プウレタンの管理用通路を設け現在の
形になった。

2. ピッチの環境と維持管理

（1）芝種の変遷

1991 年の開場時の芝種はヒメコウ
ライ芝，芝床は地元産の良質土（砂壌
土）であった。1992 年清水エスパル
スのホームスタジアムとなり，1995
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工法で施工。4月に静岡市と清水市が
合併し記念コンサートが日本平スタジ
アムで開催された。ティフトン 419
はまだ芽吹いていなかったが，養生
シート上に舞台が設置されオーケスト
ラが演奏。それでもティフトン 419
は順調に生育・生長し 7月中旬に使
用開始した。2004 年にＪリーグベス
トピッチ賞を初受賞し 2008 ～ 2015
まで 8回連続受賞している。

（2）床土構造の変遷（図 -1）

床土構造は 3回変更しているが厚
さは 20cmと変わっていない。1991
年～ 1994 年は良質土に土壌改良材を
混合した改良土。1995 年に芝種を寒
地型に変更した時に床土もサンドベー
スにした。砂は静岡県浜岡町産（現：
御前崎市）の洗い砂，表層 10cm は
土壌改良した。2003 年にティフトン
に変更した時は寒地型芝の芝張ででき
たブラックレーヤーがあったので下層
10cmを残して全て入れ替えた。
床厚 30cm を推奨する技術者が多
い中，日本平スタジアムは床厚 20cm
で13年間大きな問題は起きていない。
新しくスポーツターフを造成する時，
条件さえ整えば床厚 30cm は必須で
はないと私は思っている。条件とは芝
種と排水能力である。寒地型芝の場

合，床厚は厚い方が良いが，ティフト
ンでは高い排水能力が確保出来るなら
20cmで十分だと思う。

（3）排水設備と暗渠排水

暗渠排水は羽根型暗渠管を短手方向
に 5m間隔で敷設している。2003 年
の全面改修時に一度撤去し再び同じ羽
根型暗渠管バージョン2を敷設した。
NACK5スタジアム大宮はバージョン
3を使っている。スポーツターフを造
成する際の主要検討事項は芝種，排水
性，床構造（床砂），そして散水である。
最重要なのは排水性だと私は思ってい
る。排水設備が原因で低下した排水性
を維持管理技術で改善させることは容
易ではない。暗渠管は何年経っても能
力が衰えないも製品を選ぶことが重要
である。透水シートは目詰まりするの
で敷設していない。日本平スタジアム
の排水性は今も衰えていないし，ゲー
ム中に水が浮いたことはない。雨水等
の余剰水（重力水）は暗渠を通じて地
下の受水槽にたまる。途中に何箇所か
バイパスを設け受水槽を通さずに外部
にも排水している。受水槽に入った水
はオーバーフロー管から外部に排水さ
れる仕組みである。従って大雨予想の
時はゲーム前に地下受水槽を空にして
おくことで排水スピードを高めている。

サンドベースの床構造で透水性が良
く，暗渠排水能力が高くても水はけが
悪いスタジアムがある。ピッチ内の排
水は全く問題ないのに外部への出口が
小さいと余剰水がなかなか外部に排水
されない。日本平スタジアムの外部
への出口は 1箇所だが集水桝は内径
1,200mmと大きく排水管径はφ 600
と十分な大きさが確保されている。

（4） 散水設備（循環式システム）

1993 年の改修で芝床の余剰水は暗
渠管を通じて地下受水槽にたまり，散
水用水として利用される循環システム
（図 -2）になった。循環式とは言え受
水槽内の用水が減ると直ぐに補給水が
流入するから，撒かれた水が戻る前に
受水槽は満水になっていると思う。補
給水は非常に綺麗な湧水である。この
湧水を使って日本平スタジアムの近く
ではワサビが栽培されている。
散水は脱着式レインガン（メイン・
バックφ 80，サイドφ 65）4基で行っ
ている。散水の詳細は (5) 維持管理の
項で説明する。

（5）維持管理

1）作業員
常駐者は 2名である。全ての作業
を 2名で行う。芝生への影響を考え

図 -1　芝床構造は3回変わっている（1991～現在）
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ピッチ内への立ち入りは最小限の人
数にしている。ゲーム時のライン引
き，サッカーゴール設置も 2名で行
う。養生シート敷設時とゲーム当日は
6名～ 10 名になる。ゲーム中には何
が起こるか分からないので多くの作業
員を待機させている。
2) 機械・器具
作業回数が多い機械・機器は常設に
している。更新機械のように作業回数
が少ない機械は他の施設と共有してい
る。
•常設機械・器具
	 三連乗用グリーンモア 2台	 	
	 （※１リールユニット・バーチ	
	 ユニット・ブラシユニット・	
	 スーパーユニット・転圧ロー	
	 ラーユニット）
	 薬剤散布車（500L）1台
	 目土散布機（転圧用）1台
	 サイクロン2台（施肥），ドロップ	
	 シーダー2台（WOS），ライン引	
	 き	機2台，ラインパイロット2台	
	 （ガイドロープ），サッカーゴール・	
	 ラグビーポール（特注加工）。
　	 ※ 1リールユニットは刈高	 	
	 5mm～ 25mmの範囲で刈れ	
	 るように改造している。
•共有機械
　	 スポーツトラクター4台（アタッ	
	 チメント牽引）

	 バーチドレーン（コアリング），	
	 プロコア（コアリング），トップ	
	 ドレッサー（薬剤散布）
	 エッジカッター 2台
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刈工，施肥，エアレーション，バーチ
カルカット，目土，WOS，散水につ
いて説明する。
4) 芝刈工
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刈りには 3タイプある。長手または
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ゲーム時だけ行う。寒地型芝の時代は
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夏前に糖類液肥を散布することもある
が毎年ではない。V12 は年 21 回，施
肥量は 1回当り平均 20g/㎡と少なめ
である。総合微量要素は年 1回，施
肥量は 1 回 100g/㎡である。何れも
粒状なので施肥はサイクロンで行って
いる。チッソ量に換算すると年 50g/
㎡である。液肥を単独で散布すること
はしていない。液肥は薬剤散布の際に
添加し与えている。添加しているのは
アミノレブリン酸とカルシウム中心の
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考えてこなかったが，これからは液肥
について情報収集し勉強して使用計画
を検討していきたいと思っている（写
真 -3）。
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は全てコアリングである。タインは内
径18mm，長さ250mmのオーダー品
である。トラクターに取り付けたバー
チドレーンまたはプロコアで行ってい
る。抜けてきた長くて太いコアを三連
乗用グリーンモア（バーチユニット）
で粉砕し砂とコアカスに分けている
（写真 -4）。コアカスはスイーパーで吸
い取り，砂はブラシユニットですり込

んでいる。以前はコアをそのまま全て
回収し処分していたが，今はコアカス
だけ回収し処分している。コア孔は空
けたままにしている。ゲーム中プレー
に支障が出ることはなく排水性も長く
確保できますから埋めていない。時間
が経過すると孔は土圧で閉じてくる。
6月のバーチカルカットはライグラ
スの密度を減らすために単独で行って

いる。その他はコアリングとセットで
行っている。
7) 目土
平成 26 年は年 4回行った。6月は
発根促進目的，8月は使用頻度が多く
傷ついた芝生の回復と凸凹調整，9月
と 10 月はWOS した種子の覆土であ
る。コアリング時にコアを粉砕し発生
した砂をすり込んで目土としている。
砂は 5年前まで仙台砂を使っていた
が震災で入手できなくなり現在は以前
使っていた天竜川河口の粒径 2mmア
ンダーの洗い砂を使っている。1回の
使用量は 14㎥（大型車 2台）である。
厚さは平均 1.5mmである。
機械は牽引式トップドレッサーまた
は多目的車に積載したトップドレッ
サーのどちらかで行っている。散布後
は三連乗用グリーンモア（ブラシユ

項 目 年間回数 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 備考

芝刈工Ｓ 104 13 8 13 10 11 8 4 10 6 2 5 14

芝刈工Ｗ 2 1 1

芝刈工ＲＳ 25 3 3 3 4 4 1 3 1 1 2

芝刈工ＲＷ 2 2

　刈高 12 10 8 8→10 10→12 12→14 20→23 23 20→15 15 15→12 12

サッチング 1 1

ブラッシング 10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

転圧工 10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

肥料散布Ａ（V12） 21 3 2 3 2 1 1 2 2 1 1 2 1 平均20g/m2 

肥料散布Ｂ（Ａ１） 0

肥料散布Ｃ（含鉄資材） 1 1

肥料散布Ｄ（Green・Ｍ） 1 1

サッチ分解材散布 1 1

土壌改良Ａ 1 1

殺菌・殺虫剤・液肥 8 1 1 1 1 1 1 1 1

殺虫剤散布 3 1 1 1

目土Ａ 4 1 1 1 1

エアれーションＣ 7 1 1 1 1 1 1 1

バーチカルカットＢ（モア 8 1 1 1 1 1 1 1 1

エッジカット 2 1 1

オーバーシード工 1 20g/m2 16g/m2 2回に分けてWOS

トラジッション（除草剤） 0

ディポット補修J 25 2 5 3 1 3 3 3 1 1 1 2

ディポット補修Ａ 0

ディポット補修Ｂ 25 2 2 2 3 3 3 2 2 2 1 1 2

芝補植（ポット） 1 1

散水Ａ（固定レインガン） 104 2 5 14 15 9 14 8 10 7 8 7 5

シート養生 5 1 2 2

ゴール設置撤去（差込式） 25 3 3 3 4 4 1 3 1 1 2 サブポール

ライン引きＡ 52 4 7 5 4 6 6 5 3 3 2 3 4

平成26年度　日本平運動公園球技場芝生維持管理表 -1　平成 26年度　維持管理作業実績
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スの密度を減らすために単独で行って

いる。その他はコアリングとセットで
行っている。
7) 目土
平成 26 年は年 4回行った。6月は
発根促進目的，8月は使用頻度が多く
傷ついた芝生の回復と凸凹調整，9月
と 10 月はWOS した種子の覆土であ
る。コアリング時にコアを粉砕し発生
した砂をすり込んで目土としている。
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ニット）ですり込んでから散水して終
了となる。全て 2名で行っている。
8) WOS（ウィンターオーバーシード）
種子はペレニアルライグラスであ
る。2003 年～ 2005 年はプレリュー
ドⅢ，2005 年～ 2009 年はペレニア
ルライグラス混合タイプの Ph・D，
2010 年～現在はフラッシュⅡであ
る。数年前インターミディエイトライ
グラスのサツキワセを 30％程度混合
したことがあるが直ぐに止めた。強度
が弱く擦り切れの進行が早くなってし
まったからである。播種は 2回に分
けて行っている。1回目は 9月 20 日
前後の日からＪリーグの日程を見て
決めている。播種してから発芽まで 5
日程であるから発芽直後にゲームが
来ないようにしている。平成 26 年は
ゲームが 9月 23 日に組まれていたの
で 4日前の 19 日に 20g/㎡播種した。
発芽が確認できたのはゲーム翌日の
24 日である。2回目は 1回目から 19
日後の 10 月 8 日に 16g/㎡播種した。
播種量は 2回合計で 36g/㎡であった。
ペナルティーエリアの幅で長手方向の
部分は傷みが激しいので多めの 40g/
㎡，その外側は 30g/㎡と播種量に差
を付けている。以前は平均 45g/㎡と

今より多かったが，徐々に減らしてこ
の数量になった。
9) 散水
周辺 4箇所の大型散水栓にレイン
ガン（写真 -5）を設置して散水して
いる。芝生の生育状態，作業及びピッ
チ使用，天候等を考慮し 4箇所同時
ではなく 2箇所ずつまたは 3箇所と
1箇所に分けて散水している。用水は
湧水をろ過してピッチの下に埋め込ま
れている60t の受水槽にためて使用し
ている。ろ過した水とはいえ日陰とな
るメインスタンド側のウレタン舗装に
は苔が発生する。平成 26 年の散水実
績は年 104 回，1回の散水量は 60 ～
80t（6 ～ 8mm）。WOS 時には 1 日
2回散水する日がある。
大型レインガンの降水率は手前と先
端が高く中間が低いので均一散水がで
きない。中間地点の降水率を確保し
ようとすると手前と先端部は過散水
となってしまう。大型レインガンに
よる散水では短時間に大量の水が撒
かれる。寒地型の時代は過散水とな
らないよう，手散水を併用して均一散
水となるようにしていた。NACK5 ス
タジアム大宮はインフィールドシステ
ムだから，散水量は日本平スタジアム

の60％で済んでいた。2010年のワー
ドカップ南アフリカ大会以降キックオ
フ前に散水するスタジアムが多く見ら
れる。日本平スタジアムでもキックオ
フ前とハーフタイムに散水している。
ピッチスピードを早めるが，日本平ス
タジアムでは必要ないと思っている。
チームからの要求であるため認めてい
るが，キックオフ前の散水はアウェイ
チームに有利になることもある。散水
は地元消防団が手散水で行っている。

2. Ｊリーグのスタジアム
と芝生

（1）スタジアムの規格

Ｊリーグは 10 クラブから始まり現
在は J1，J2，J3 合わせて 53 クラブ
ある。Ｊリーグのピッチ基準は①サイ
ズ（105m×68m），②天然芝（平坦で
あること，常緑であること，水はけが
良いこと），③予備エリア（原則とし
てピッチ外側にそれぞれ 5m以上，陸
上兼用の場合は 1.5m以上）の 3項目
だけである。芝種や TQ・PQについ
ては触れていない。この条件はＪリー
グ発足当時から変わっていないと思う
が確信はない。
Ｊリーグ発足当時スタジアム所有者

（主に自治体）の多くは気候を考慮せ
ず芝生を常緑にするために寒地型芝を
採用した。数年経過し，暖地型芝適地
では寒地型芝のTQが著しく低下した
ためティフトンへ移行するスタジアム
が急増した。温量指数区分図にＪリー
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グスタジアムの芝種をプロットしたの
が図 -3 である。気候に適合した芝種
が使われていることが分かると思うが
例外もある。関東に寒地型芝のスタジ
アムが 3つある。温量指数では暖地
型の方が適合性しているが寒地型芝と
なっている。

（2） TQ と PQ

1992 年Ｊリーグがスタートした
時，プロが使用するスタジアムのピッ
チを 1年間通して管理経験があるグ
リーンキーパーはいなかった。日本平
スタジアムは温暖な清水市（現静岡市
清水区）でありながら寒地型三種混合
を採用，私は寒地型芝の維持管理経験
のあるスタッフと議論を重ね維持管理
してきた。試行錯誤を繰り返し芝生に
悪影響を及ぼすことは何人の要求も全
て排除していた。たとえ市長からの
要求であっても簡単には受けなかっ
た。2日連続の使用は絶対させなかっ
たし，プロは 1 日 1 試合，アマチュ
アは 2試合までと決めていた。ホー
ムチームの監督からの要求もことごと

くはねつけていた。10 年が経過した
時，外国人監督から「チームの要求に
応えない日本平スタジアムはホームス
タジアムとは言えない。いっそ芝生を
なくして欲しい，何故なら芝生のこと
を考えなくて済むから。」と痛烈に批
判され新聞にもコメントされた。その
通りだと思い方針を転換，ティフトン
に変わったこともありチームからの要
求には応えるようにした。ホームアド
バンテージを出すにはどうしたらよい

のか常に考えるようになり，ゲーム前
に PQを測定し（写真 -6），データを
チームに示し，前回のゲームとの違い
が分かるようにした。シーズン前には
キャンプ地を訪れエスパルス三保練習
場とできるだけ同じ条件の PQとなる
ようキャンプ地のグリーンキーパーに
刈高，硬さ，芝密度，の調整を頼んだ。
2005 年から 90 分間の前日練習も受
け入れている。ゲーム前のイベントも
断ることは殆どないが，ゲームに支障
が出ると判断した時は中止をお願いし
ている。
グリーンキーパーは TQと PQの両
方を追求しなければならない。日本平
スタジアムの最初の 10 年間は TQ第
一の管理，その後は PQ中心の管理に
シフトしている。TQ第一の時代はク
ラブとの関係は険悪な状態だったが今
は良好な関係を築けている。ホームス
タジアムのグリーンキーパーの目的は
チームの求める PQを作り出すことに

2. Ｊリーグのスタジアムと芝生 
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グスタジアムの芝種をプロットしたの
が図 -3 である。気候に適合した芝種
が使われていることが分かると思うが
例外もある。関東に寒地型芝のスタジ
アムが 3つある。温量指数では暖地
型の方が適合性しているが寒地型芝と
なっている。

（2） TQ と PQ

1992 年Ｊリーグがスタートした
時，プロが使用するスタジアムのピッ
チを 1年間通して管理経験があるグ
リーンキーパーはいなかった。日本平
スタジアムは温暖な清水市（現静岡市
清水区）でありながら寒地型三種混合
を採用，私は寒地型芝の維持管理経験
のあるスタッフと議論を重ね維持管理
してきた。試行錯誤を繰り返し芝生に
悪影響を及ぼすことは何人の要求も全
て排除していた。たとえ市長からの
要求であっても簡単には受けなかっ
た。2日連続の使用は絶対させなかっ
たし，プロは 1 日 1 試合，アマチュ
アは 2試合までと決めていた。ホー
ムチームの監督からの要求もことごと

くはねつけていた。10 年が経過した
時，外国人監督から「チームの要求に
応えない日本平スタジアムはホームス
タジアムとは言えない。いっそ芝生を
なくして欲しい，何故なら芝生のこと
を考えなくて済むから。」と痛烈に批
判され新聞にもコメントされた。その
通りだと思い方針を転換，ティフトン
に変わったこともありチームからの要
求には応えるようにした。ホームアド
バンテージを出すにはどうしたらよい

のか常に考えるようになり，ゲーム前
に PQを測定し（写真 -6），データを
チームに示し，前回のゲームとの違い
が分かるようにした。シーズン前には
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チームの求める PQを作り出すことに
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あると思っている。Ｊリーグでは全て
のゲームがオンエアーされるから TQ
が低下すると様々な人からクレームが
届く。チームが満足しているとはいえ
グリーンキーパーとしては気になる。
また，Ｊリーグのピッチ評価は TQが
中心だからそのことも考えなければな
らない。ホームスタジアムにはもう一
つ大切なことがある。言葉にすること
は難しいが，久しぶりに自宅に戻った
時に感じるホッとする感覚，この感覚
が得られるスタジアムこそホームスタ
ジアムではないだろうか。

3. 課題

6 年前，先祖返りした部分が 1箇所
出現した。面積は 2㎡程度だったので
シーズンオフにゴール裏の芝生を切り
取り張り替えた。翌年から先祖返りだ
けでなく矮化したティフトンが至る所
に出現した。矮化したティフトンは増

え続け面積も 5㎡程度と大きな箇所も
ある。ピッチは斑となりカモフラ模様
である。矮化した部分はペレニアルラ
イグラスの発芽と生育が非常に悪い。
TQ・PQ上も問題で対策が必要だが，
この部分は張り替えるしかないのかも
しれない。また，昨年スズメノカタビ
ラが点ではなく面となって異常発生し
た。長手方向に筋状に出ている箇所も
ある。これはエアレーションで発生す
る，コアをすり込む作業で拡散したと
思われる。今のところ PQに大きな影
響は出ていないが，今後問題になると
思われる。今年はこの二つの課題に取
り組むことになる。ゴール裏はウォー
ミングアップエリアとなっていて張り
替えに使えるのは 200㎡程度である。
これまで一度も使ったことがなかった
除草剤を使用しようかと検討してい
る。

おわりに

日本平スタジアムの維持管理の特徴
は低刈りによる早めトラジッション
と PQ中心の管理である。スタジアム
にはチームとクラブ，競技団体（サッ
カー・ラグビー・陸上他），イベント
会社，自治体，指定管理社等から多種
多様な要求・要望が来る。グリーン
キーパーは TQ・PQを確保しながら
これらの要求・要望に応えなければな
らない。グリーンキーパーは単に芝生
の維持管理作業をする人ではなくスタ
ジアムの価値を高める責任を課せられ
ている，非常に責任が重い立場である。
Ｊリーグのピッチは何処も素晴らしく
なった。グリーンキーパーは廻りの言
葉に惑わされず自分を信じ実行してい
くことが一番大事なことだと思ってい
る。
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はじめに

日本におけるスポーツ利用を目的と
した芝生（スポーツターフ）の管理技
術は，Ｊリーグの発足や 2002 FIFA
ワールドカップの開催などの経験を経
て大きく進歩してきた。弊社ではワー
ルドカップ 3 会場（宮城，埼玉，静岡）
の芝生ピッチの施工を担当し，現在で
はJリーグホームスタジアム4施設(仙
台，町田，相模原，北九州 ) の維持管
理に携わっている。

さて，本稿の主題は「プロ野球スタ
ジアムの芝生管理」である。筆者はこ
れまで，前出のサッカースタジアムの
建設や芝生の維持管理に携わってきた
が，2008 年の建設工事に引き続いて，
2009 年から 2011 年までの 3 シーズン
に亘ってプロ野球・マツダスタジアム
の芝生管理を担当してきた。この時の
経験と，現担当者より毎週送られてく
る管理報告書などから，プロ野球スタ
ジアムにおいてどのような管理が行わ
れているかということを紹介したい。

1. マツダスタジアムの概要

（1）マツダスタジアムの概要

マツダスタジアム（正式名称：広島
市民球場）は，旧広島市民球場が老朽
化（開設昭和 32 年）したことや，プ
ロ野球再建論議の中から，地元市民，
県民や経済界に新球場建設乃機運が高
まったことから，2007 年に建設を開

始し，2009 年に完成して同年から供
用が開始された。施設の概要は以下の
とおりであるが，最も特徴的なのは，
内外野に天然芝が採用されたメジャー
リーグスタイルのスタジアムであると
いうことである。

〈マツダスタジアムの概要〉
　①名　　称
　　　広島市民球場
　②命名権上の名称
　　　MAZDA　Zoom‐Zoom
　　　スタジアム広島
　③所 在 地
　　　広島県広島市南区南蟹屋 2‐3‐1
　④完　　成
　　　2009 年 3 月 28 日
　⑤収容人員
　　　33,000 人 ( 観客定員）
　⑥敷地面積
　　　50,472.42㎡
　⑦建築面積
　　　22,964.48㎡
　⑧グラウンド面積　　12,710㎡
　⑨規　　模
　　　本塁から左翼まで　101 ｍ
　　　本塁から中堅まで　122 ｍ
　　　本塁から右翼まで　100 ｍ
　⑩グラウンド舗装
　　　内外野天然芝
　　　テ ィフトン419＋ペレニアルライ

グラス
　　　クレイ舗装　黒土＋洗砂混合土
　　　（アンツーカ混合土に改修）

（2）芝生，クレイ舗装の構造

2015 年シーズン終了後からグラウ
ンド全体の改修工事が実施され，芝生
舗装部はより排水性の高い構造とな
り，クレイ舗装部はアンツーカ混合土
に改修され鮮やかな色彩に生まれ変
わっている（写真 ‐1，2，図 ‐1）。芝
生舗装の構造については，J リーグ
サッカーの会場では床土（砂）の下に
排水層（豆砂利）設けた構造が採用さ
れることが多いが，マツダスタジアム
では当初，床土の下に多孔質の火山砂
利が設けられており，床土が過湿にな
る傾向があった。しかし，今回の改修
ではこれを豆砂利に入れ替えることと
している。また，瀬戸内地方は良質な

日本体育施設株式会社　技術本部
スポーツターフ管理グループ
グループリーダー

太田　隆之

プロ野球マツダスタジアムの
芝生管理

特集・スポーツターフの管理と雑草対策

写真 -1　改修前

写真 -2　改修後（今年2月末）
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砂の入手が難しい。このため，加工
砂と呼ばれる真砂土（まさつち）を
洗ったものを使用せざるを得ない。当
初使用した砂は透水速度こそ 360㎜ /
h と許容値だったものの，シルト分が
5%，均等係数（D60/D10）が 5.08
と固結し易い傾向があった。供用開始
後の 7年間で大きな問題は無かった
ものの，改修の際には水洗いを強くす
るなどして物理特性改良したものを使
用した。この特注加工砂の透水速度は
734㎜ /h，シルト分は 2.1%，均等係
数は 3.75 となっている。

（3）施設の利用状況

年間の利用日数は，プロ野球の興行
（公式戦，オープン戦，ウエスタン）
が 85 試合程度とこれと同程度の一般
利用（アマチュア，市民）が行われて
いる。練習などは公式な利用実績には
含まれないため，全てを合計したグラ
ウンドの利用日数は 2013 年の集計で
215 日となり，利用頻度は非常に高い
と言える。なお，1月下旬から 2月末
までは，クレイ舗装部の掘り起し整備，
芝生の張替補修などシーズン前の準備
のため，貸し出し中止となる。

ティフトン・オーバーシードのス
ポーツターフを採用した場合，4月か
ら 6月にかけてはトランジッション
のための更新作業で非常に忙しいのだ
が，利用が多いためスケジュール管理
が難しい。また，例年 10 月初旬にウ
インターオーバーシーディングを実施
するが，ペナントレース終了後，間も
なく秋季練習となり，養生期間を確保
できない。当然，芝生の消耗も激しい
が，プレーの多くがクレイ舗装部で行
われるという野球の特性や，瀬戸内地
方の恵まれた気候条件，施設管理者，
チーム，プレーヤーの方々のご理解な

図 -1　改修前後の舗装構造の比較
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 ２）芝生、クレイ舗装の構造 
  2015 年シーズン終了後からグラウンド全体の改修工事が実施され、芝生舗装部はより排水性の高い

構造となり、クレイ舗装部はアンツーカ混合土に改修され鮮やかな色彩に生まれ変わっている（図表

‐1、写真-1、2）。芝生舗装の構造については、J リーグサッカーの会場では床土（砂）の下に排水層

（豆砂利）設けた構造が採用されることが多いが、マツダスタジアムでは当初、床土の下に多孔質の

火山砂利が設けられており、床土が過湿になる傾向があった。しかし、今回の改修ではこれを豆砂利

に入れ替えることとしている。また、瀬戸内地方は良質な砂の入手が難しい。このため、加工砂と呼

ばれる真砂土（まさつち）を洗ったものを使用せざるを得ない。当初使用した砂は透水速度こそ 360
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た。供用開始後の 7 年間で大きな問題は無かったものの、改修の際には水洗いを強くするなどして物

理特性改良したものを使用した。この特注加工砂の透水速度は 734 ㎜/h、シルト分は 2.1%、均等係数

は 3.75 となっている。 
 

 
 
 
 

 改修前（2009 年~2015 年） 改修後(2016 年~) 
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改良点…①鮮やかな色彩を持つカープレッドの舗装材（アンツーカ混合土）を使用して美観を高める。 

    ②アンツーカ混合土の下に砂と豆砂利層を設けることで、余分な水を速やかに地下浸透させる。 

天
然
芝
舗
装 

  

改良点…①現状より透水性の高い砂を使用し、また、砂層の下に豆砂利層を設けることで、全域に渡ってドライ

な状態を維持して根の生育を促進させる。 

    ②芝生は鳥取産を使用することによって、メンテナンスが容易にできるように配慮した。 

図表-1 改修前後の舗装構造の比較 
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３）施設の利用状況 

年間の利用日数は、プロ野球の興行（公式戦、オープン戦、ウエスタン）が 85 試合程度とこれと同

程度の一般利用（アマチュア、市民）がおこなわれている。練習などは公式な利用実績には含まれな

いため、全てを合計したグラウンドの利用日数は 2013 年の週計で 215 日となり、利用頻度は非常に高

いと言える。なお、1 月下旬から 2 月末までは、クレイ舗装部の掘り起し整備、芝生の張替補修などシ

ーズン前の準備のため、貸し出し中止となる。 
  ティフトン・オーバーシードのスポーツターフを採用した場合、4 月から 6 月にかけてはトランジッ

ションのための更新作業で非常に忙しいのだが、利用が多い為スケジュール管理が難しい。また、例

年 10 月初旬にウインターオーバーシーディングを実施するが、ペナントレース終了後、間もなく秋季

練習となり、養生期間を確保できない。当然、芝生の消耗も激しいが、プレーの多くがクレイ舗装部

で行われるという野球の特性や、瀬戸内地方の恵まれた気候条件、施設管理者、チーム、プレーヤー

の方々のご理解などもあって、何とかスポーツターフとしての品質を維持できている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．芝生の植付け方法について 

 １）芝苗の植付けによる造成 
  ここで、芝生の植付け方法を紹介しておきたい。改良バーミューダグラス（ティフトン 419）は、

生育が早い為、芝苗を床土に植え付ける方法でもターフを造成することが可能である。このほか、通

常のソッド（切芝）張りによる方法やロール芝、さらには大判のビッグロールを使用する場合もあり、

芝の植付けから供用開始までの期間や予算等によって決定される。 
  マツダスタジアムの場合は、芝の植付け時期が 2008 年の 6 月末から 7 月初旬となっており、秋には

ウインターオーバーシーディングをしなければならないスケジュールとなっていたが、苗植えによる

方法が採用されていた。このため、最高・最低気温が 25℃・15℃となる 10 月の中旬をオーバーシー

写真-1 改修前 写真-2 改修後（今年 2月末） 

図表-3 2013 年 マツダスタジアム グラウンド使用実績（現場集計分） 表 -1　2013年　マツダスタジアム　グラウンド使用実績（現場集計分）
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どもあって，何とかスポーツターフと
しての品質を維持できている。

2.芝生の植付け方法について

（1）芝苗の植付けによる造成

ここで，芝生の植付け方法を紹介し
ておきたい。改良バーミューダグラス
（ティフトン419）は，生育が早いため，
芝苗を床土に植え付ける方法でもター
フを造成することが可能である。この
ほか，通常のソッド（切芝）張りによ
る方法やロール芝，さらには大判の

ビッグロールを使用する場合もあり，
芝の植付けから供用開始までの期間や
予算等によって決定される。
マツダスタジアムの場合は，芝の植
付け時期が2008年の 6月末から 7月
初旬となっており，秋にはウインター
オーバーシーディングをしなければな
らないスケジュールとなっていたが，
苗植えによる方法が採用されていた。
このため，最高・最低気温が 25℃・
15℃となる 10 月の中旬をオーバー
シードの期限と定め，ネット芝工法か
ら，植え付ける苗の量を増やせる機械
マキシバ工法へ変更して作業を行った

（写真 ‐3 〜 10）。

（2）ロール芝に依る植付け

供用開始後 (2009 年以降 ) の張替は
専らロール芝に依ることが多い。ダイ
ヤモンドの芝生は 1月末に張り替え
て 1か月間程度の養生で利用を開始
している。公式戦の期間においても，
外野芝の外縁部など負荷があまりかか
らないエリアについては，養生期間な
しでロール芝を使用している。鳥取県
の圃場から当日朝切り出したものを当
日中に張るため，品質が高く，活着も
早い（写真 ‐11，12）。今年の改修工

写真 -3　苗植付けの状況（7月初旬） 写真 -4　乾燥防止のシート設置

写真 -5　7月 11日シート設置中 写真 -6　7月下旬

写真 -7　8月下旬 写真 -8　9月下旬

写真 -9　10月上旬オーバーシード前 写真 -10　10月下旬オーバーシード（初刈）後
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事で正月明けに張った芝生の経過も良
好で，根も 10㎝以上伸び，目地も解
消されている（写真 ‐13 〜 16）。

（3）ビッグロールによる張替

ランナーが駆け抜ける部分の張替
は，ビッグロールで実施している。自
重が大きいため，即日使用しても大丈
夫である（写真 ‐17，18）。

3. 芝生管理の実際

（1）1日の作業の流れ

1）ナイトゲームの場合
ナイターは通常18時開始であるが，
11 時頃から練習が始まるので表 ‐2，

3の様な体制，対応となる。とにかく
練習を含めた利用時間が長いので早番
（朝〜昼），終日（朝〜試合終了），遅
番（試合開始〜作業終了）というシフ
トを組んで対応している。また，内野
クレイ舗装部の整備とかちあわないよ
うに時間をずらしての作業となる。な
お，内野クレイ舗装の部分の整備は球
団職員が担当している。試合当日に行
われる作業は散水，刈込，補修が主な
ものであるが，朝から外野芝生を刈込
んで，試合終了後に内野の芝生を刈込
むのが普通である。
2）デーゲームの場合
夏場を除いて休日はデーゲームとな
り，13 時半あるいは 14 時開始が普
通である。人員配置は同様だが，早朝

作業は朝露の関係もあってやりにくい
ので試合後に外野の刈込を行って朝内
野の整備をすることもある。
3）利用がない日
利用がない日（遠征時など）は更新
作業や薬剤散作業を行うことが多いの
でかえって忙しい。クレイ舗装部の整
備が休みになることもあるので，このと
きばかりと集中作業を行うことになる。

（2）管理作業の概要

サッカー場と野球場の管理を比較し
て，どちらが大変かというと間違いな
く野球場である。もちろん，これはプ
ロ野球の球場であることが前提であ
る。とにかく，利用日数が多く，利用
時間も長いので長時間かつ迅速な対応

写真 -14　今年 1月 27日 写真 -15　今年 2月 1日

写真 -16　今年 2月 21日 写真 -17　ビッグロールによる張替 写真 -18　即日利用が可能

写真 -11　ダイヤモンド芝の張替 写真 -12　外野外周部の張替

写真 -13　今年 1月 16日
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が必要となる。また，使用するボール
が小さいので，ゴルフ程ではないにし
ろ，ターフの品質は高く保つ必要があ
る（芝密度，刈上がりの品質など）。
加えて，雨天でグランドコンディショ
ンが悪化した場合は興業自体が中止に
なってしまうので，試合を楽しみにし
ているお客様はもちろん，球団経営に
も影響を与えかねない。このため，定
期的にエアレーションを実施して，床
土の排水性を確保しておかなければな
らない。
1）刈込作業
ターフの品質，プレーイングクォリ

ティを維持する上で，最も重要かつ日
常的な作業である。マツダスタジアム
の場合，シーズン中 12 〜 18㎜程度
の刈高で年間 160 回程度の刈込みを
実施している。　　　　
プロ野球の場合，芝生面のわずかな
変化もイレギュラーやケガに繋がるな
ど，影響が大きい。芝の刈り目や芝刈
機のタイヤ跡で打球が左右にぶれる
（ゴルフでいうスネークボール）とい
う選手もいるほどである。このため，
刈込み方向を打球と併行になるよう変
更し，乗用式の芝刈機の利用を避けて
ゴルフ場のグリーンのように手押し式

の芝刈機で刈込みを行うなどの対応を
している。また，更新作業後にはロー
ラー転圧が必要となる場合もある（写
真 ‐19 〜 22）。
2）肥培管理
粒肥，液肥を併用しているが，ティ
フトンは肥料の要求度が高いので，年
間窒素施用量は 45ｇ /㎡程度となる。
使用する粒状肥料は細粒のゴルフ場向
け国産肥料 (IB あるいは CDUが 2割
程度入っているもの ) とし，1回当た
りの散布量は 20 ｇ程度（窒素量で 2
ｇ /㎡程度）を上限としている。この
ため，施肥間隔は狭く，散布回数は多
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４．芝生管理の実際 

１）1日の作業の流れ 

(1) ナイトゲームの場合 

ナイターは通常 18 時開始であるが、11 時頃から練習が始まるので図表-4 の様な体制、対応とな

る。とにかく練習を含めた利用時間が長いので早番（朝～昼）、終日（朝～試合終了）遅番（試合開

始～作業終了）というシフトを組んで対応している。また、内野クレイ舗装部の整備とかちあわな

いように時間をずらしての作業となる。なお、内野クレイ舗装の部分の整備は球団職員が担当して

いる。試合当日におこなわれる作業は散水、刈込、補修が主なものであるが、朝から外野芝生を刈

込んで、試合終了後に内野の芝生を刈込むのが普通である。 
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(3) 利用がない日 
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 ２）管理作業の概要 

  サッカー場と野球場の管理を比較して、どちらが大変かというと間違いなく野球場である。もちろ
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はもちろん、球団経営にも影響を与えかねない。このため、定期的にエアレーションを実施して、床

土の排水性を確保しておかなければならない。 

　　図－７　ナイトゲームのときの対応
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作業 整備

内野整備 試合カープ練習 ビジター練習

待機または事務処理

２３時

外野補修・刈込・刈草処分 機械整備・日報等 休憩 内野補修・刈込

１５時 １７時 １９時 ２１時７時 ９時 １１時 １３時

図表-4 ナイターのときの対応 

　　図－８　デーゲームのときの対応

利用 内野整備 内野整備

作業 整備

カープ練習 ビジター練習

内野補修・刈込刈草処分・機械整備・日報等 待機又は事務処理外野補修・刈込

試合

１５時 １７時 １９時７時 ９時 １１時 １３時

図表-5 デーゲームのときの対応 

表 -2　ナイターのときの対応
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が必要となる。また，使用するボール
が小さいので，ゴルフ程ではないにし
ろ，ターフの品質は高く保つ必要があ
る（芝密度，刈上がりの品質など）。
加えて，雨天でグランドコンディショ
ンが悪化した場合は興業自体が中止に
なってしまうので，試合を楽しみにし
ているお客様はもちろん，球団経営に
も影響を与えかねない。このため，定
期的にエアレーションを実施して，床
土の排水性を確保しておかなければな
らない。
1）刈込作業
ターフの品質，プレーイングクォリ

ティを維持する上で，最も重要かつ日
常的な作業である。マツダスタジアム
の場合，シーズン中 12 〜 18㎜程度
の刈高で年間 160 回程度の刈込みを
実施している。　　　　
プロ野球の場合，芝生面のわずかな
変化もイレギュラーやケガに繋がるな
ど，影響が大きい。芝の刈り目や芝刈
機のタイヤ跡で打球が左右にぶれる
（ゴルフでいうスネークボール）とい
う選手もいるほどである。このため，
刈込み方向を打球と併行になるよう変
更し，乗用式の芝刈機の利用を避けて
ゴルフ場のグリーンのように手押し式

の芝刈機で刈込みを行うなどの対応を
している。また，更新作業後にはロー
ラー転圧が必要となる場合もある（写
真 ‐19 〜 22）。
2）肥培管理
粒肥，液肥を併用しているが，ティ
フトンは肥料の要求度が高いので，年
間窒素施用量は 45ｇ /㎡程度となる。
使用する粒状肥料は細粒のゴルフ場向
け国産肥料 (IB あるいは CDUが 2割
程度入っているもの ) とし，1回当た
りの散布量は 20 ｇ程度（窒素量で 2
ｇ /㎡程度）を上限としている。この
ため，施肥間隔は狭く，散布回数は多
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くなる。また，最近，乗用式のスプレー
ヤーを導入したため，液剤の散布が短
時間でスムーズにできるようになって
きている。
3）病虫害防除
年間で殺菌剤 10 回，殺虫剤 5回程
度の予防散布を実施している。日程が
詰まっているため，病虫害の発生が確
認されてから施用したのでは間に合わ
ない。ただし，ティフトンは病害には
強く，前述のスプレーヤー導入による
効率化もあり，殺菌剤の散布量はメー
カー標準の半量程度で収まっている。
また，ウインターオーバーシーディン
グを実施していることから雑草の侵入
は少なく，除草剤の散布は必要ない。
ここで興味深いエピソードがある。
2013年6月5日のプロ野球公式戦（ナ
イター）の最中に蛾の大群が発生し，
新聞沙汰になるという事件が発生し
た。毎日芝生をチェックしているのだ
から，こういう不足の事態は有り得な
いのだが，事実関係を調査せずに「芝
生の中に住み着いているのかもしれな
い」と発表してしまったため，大騒ぎ

になった。日を改めてナイター照明を
点灯したところ，芝生から発生した蛾
はほとんどなくナイター照明に誘因さ
れて場外から飛来していることが確認
できた。また，蛾を捕獲して調べたと
ころ，セスジノメイガという蛾であり，
主に笹に棲息するものであると判明し
た。球場周辺の生垣（公共の植樹帯）
を調査すると多量のセスジノメイガが
見られた。
現在でもインターネットで「マツダ
スタジアム」「芝生（あるいは蛾）」と
いうキーワードで検索すると，「芝生
から蛾が大発生」という項目が出てく
るが，後日談（本当の原因）は検索で
きない。今回の改修工事の理由を，こ
の事件が原因とする書き込みも見ら
れ，人の噂というものは根深いものだ
と考えさせられる。
4）更新作業
コアリング ( 写真 ‐25)，ムクタイン
に依るパンチング，バーチカルカット，
目土散布（写真 ‐26）などの作業を各
年2回程度実施している。ティフトン・
オーバーシードの場合，オーバーシー

ド前とトランジッション期間に主に実
施される。目土散布で芝生面が上がっ
てしまうため，この作業を実施しない
という技術者がいる（陸上競技場を管
理する人に多い）。しかしながら，目
土の効用を考えた場合，これを否定し
てしまうことには抵抗を感じる。筆者
の経験からすると，目土をしようがし
まいが，経年変化で暖地型芝のレベル
は上昇する。また，寒地型芝（筆者の
場合ブルーグラス類が多い）ではこの
傾向が小さい。
5）ウインターオーバーシーディング
前作業としてマイナス 2㎜程度の低
刈りと浅目のバーチカルカットを実施
し，ドロップシーダーにて人力播種（写
真 ‐27）の後，ブラシで刷り込んで目
土散布を実施している。使用品種は
オーバーシード用ペレニアルライグラ
ス・コンフェティⅢで 20 ｇずつを縦
横合計 40g に播種している。実施時
期はペナントレースが終わって，平均
気温が 20℃（最高 25℃，最低 15℃）
となる 10 月 5日頃がベストな時期な
のだが，クライマックスシリーズ等利

写真 -25　コアリング作業 写真 -26　目土散布 写真 -27　播種作業

写真 -28　初刈 (7日目 ) 写真 -29　ダイヤモンド芝の張替 写真 -30　土混じりの芝の撤去処分
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用日程によって前後することになる。
ただし，これ以上遅くなると，11 月
以降の一般利用に耐えることができな
くなるので，前倒しになることが多い。
オーバーシード後の初刈（写真 ‐28）
は，ティフトンの伸びもあることから
7〜 10日目くらいが目安である。
6）その他
マツダスタジアムでは，ピッチャーマ
ウンド周囲から塁間までの勾配をゼロと
している。これは，マウンドを高くする
ことと内野ゴロの処理がスムースにでき
るようにするためである。このため，ダ
イヤモンドの芝生は毎年張り替えて平坦
性を確保している（写真‐29）。
また，芝生端部はクレイ舗装と接し
ているため，土が流入してしまい劣化

が激しい。この部分もシーズンオフ
に張り替えている（写真 ‐30）。逆に，
芝生がクレイ舗装部へ侵入して境界部
のラインが乱れて美観が低下する。こ
のため，月 1回の頻度でエッジ処理
の作業（写真 ‐31，32）を実施する必
要がある。

4. おわりに

プロ野球の地上波放送が減り，オ
リックスバッファローズも神戸での試
合が少なくなったため，メディアを通
じて，天然芝球場で行われるプロ野球
の試合を目にすることが少なくなって
しまった。しかしながら，天然の芝生，
土の上で行われるゲームの迫力，楽し

さは格別である。また，今シーズンか
らは，東北楽天ゴールデンイーグルス
のホームスタジアムである楽天Kobo
スタジアム宮城が内外野天然芝の球場
に改修された。あちらは寒地型芝を使
用しているが，若い管理スタッフが熱
心に芝生を育てており，ペナントレー
ス開始が楽しみである。ファンならず
とも，一度は球場を訪れていただけれ
ば幸いである。
以上，マツダスタジアムの芝生管理
の概要について説明させていただい
た。このような機会を与えてくれた「植
調」誌の方々に感謝し，お礼とともに
結びの言葉としたい。

写真 -31　エッジカット 写真 -32　除根処理

イネ科メヒシバ属の夏生一年生草本。さほど大きくは
なく，畑地，畦畔，道端，空き地，庭先，樹園地，芝地
など，どこにでもあるごく普通のイネ科の雑草である。
裸地では，幼植物のときから細い茎が地上を這うかある
いは斜上して，節から根を下ろし四方へ広がる。立ち上
がった茎の先に放射状の細い穂を伸ばす。
弥生時代の遺跡からも種子が出土するという本種であ
るが，食用になるわけでもなく，薬になるものでもない，
色鮮やかな花をつけるわけでもない。だからであろうか，
この草種に，古の人たちはあまり見向きしなかったよう
である。万葉集にはイネ科の雑草とも思われる「芝草」
を詠んだ歌が 2首あるのみ。（「芝草」はチカラシバの
ことだともいわれている）
たち変り　古き都となりぬれば　道の芝草 (しばくさ )　
長く生ひにけり（第 6巻）
畳薦　へだて編む数　通はさば　道の芝草 (しばくさ )　
生 ( お ) ひずあらましを（第 11巻）
前の歌では，平安遷都に伴って奈良の都は人が少なく

なり，道にはイネ科の草が生い茂るほど荒れてしまった
と歌い，後の歌では，畳薦を編むように何度も，貴方が
通ってくれれば道の「芝草」も生えることがないのです
よ，と歌う。
メヒシバは，存外踏みつけに弱く，踏まれると細い茎
が折れる。折れると，その先の節からまた新しい株とし
て外へ外へと広がって行く。万葉の乙女が歌うように，
貴方が足しげく通ってくれたなら，道の真ん中まで生え
てしまうことはないのである。
この「芝草」がメヒシバの名をもらうのはずっと後に
なってからである。しかし，名をもらってからでも，人
からは「どこにでもある雑草」としてしか見られず，メ
ヒシバを詠んだ歌はほとんどない。明治から大正期の女
流歌人三ケ島葭子 ( みかじまよしこ ) が，名をもらった
メヒシバを詠った。
朝霧にぬれたわみたる夏草の　めひじはの穂のほのか
にそよぐ
めひじは（雌陽皺）はメヒシバの別名である。

（公財）日本植物調節剤研究協会
兵庫試験地　須藤　健一雌日芝・雌陽皺（メヒシバ）
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ただし，これ以上遅くなると，11 月
以降の一般利用に耐えることができな
くなるので，前倒しになることが多い。
オーバーシード後の初刈（写真 ‐28）
は，ティフトンの伸びもあることから
7〜 10日目くらいが目安である。
6）その他
マツダスタジアムでは，ピッチャーマ
ウンド周囲から塁間までの勾配をゼロと
している。これは，マウンドを高くする
ことと内野ゴロの処理がスムースにでき
るようにするためである。このため，ダ
イヤモンドの芝生は毎年張り替えて平坦
性を確保している（写真‐29）。
また，芝生端部はクレイ舗装と接し
ているため，土が流入してしまい劣化

が激しい。この部分もシーズンオフ
に張り替えている（写真 ‐30）。逆に，
芝生がクレイ舗装部へ侵入して境界部
のラインが乱れて美観が低下する。こ
のため，月 1回の頻度でエッジ処理
の作業（写真 ‐31，32）を実施する必
要がある。

4. おわりに

プロ野球の地上波放送が減り，オ
リックスバッファローズも神戸での試
合が少なくなったため，メディアを通
じて，天然芝球場で行われるプロ野球
の試合を目にすることが少なくなって
しまった。しかしながら，天然の芝生，
土の上で行われるゲームの迫力，楽し

さは格別である。また，今シーズンか
らは，東北楽天ゴールデンイーグルス
のホームスタジアムである楽天Kobo
スタジアム宮城が内外野天然芝の球場
に改修された。あちらは寒地型芝を使
用しているが，若い管理スタッフが熱
心に芝生を育てており，ペナントレー
ス開始が楽しみである。ファンならず
とも，一度は球場を訪れていただけれ
ば幸いである。
以上，マツダスタジアムの芝生管理
の概要について説明させていただい
た。このような機会を与えてくれた「植
調」誌の方々に感謝し，お礼とともに
結びの言葉としたい。

写真 -31　エッジカット 写真 -32　除根処理

イネ科メヒシバ属の夏生一年生草本。さほど大きくは
なく，畑地，畦畔，道端，空き地，庭先，樹園地，芝地
など，どこにでもあるごく普通のイネ科の雑草である。
裸地では，幼植物のときから細い茎が地上を這うかある
いは斜上して，節から根を下ろし四方へ広がる。立ち上
がった茎の先に放射状の細い穂を伸ばす。
弥生時代の遺跡からも種子が出土するという本種であ
るが，食用になるわけでもなく，薬になるものでもない，
色鮮やかな花をつけるわけでもない。だからであろうか，
この草種に，古の人たちはあまり見向きしなかったよう
である。万葉集にはイネ科の雑草とも思われる「芝草」
を詠んだ歌が 2首あるのみ。（「芝草」はチカラシバの
ことだともいわれている）
たち変り　古き都となりぬれば　道の芝草 (しばくさ )　
長く生ひにけり（第 6巻）
畳薦　へだて編む数　通はさば　道の芝草 (しばくさ )　
生 ( お ) ひずあらましを（第 11巻）
前の歌では，平安遷都に伴って奈良の都は人が少なく

なり，道にはイネ科の草が生い茂るほど荒れてしまった
と歌い，後の歌では，畳薦を編むように何度も，貴方が
通ってくれれば道の「芝草」も生えることがないのです
よ，と歌う。
メヒシバは，存外踏みつけに弱く，踏まれると細い茎
が折れる。折れると，その先の節からまた新しい株とし
て外へ外へと広がって行く。万葉の乙女が歌うように，
貴方が足しげく通ってくれたなら，道の真ん中まで生え
てしまうことはないのである。
この「芝草」がメヒシバの名をもらうのはずっと後に
なってからである。しかし，名をもらってからでも，人
からは「どこにでもある雑草」としてしか見られず，メ
ヒシバを詠んだ歌はほとんどない。明治から大正期の女
流歌人三ケ島葭子 ( みかじまよしこ ) が，名をもらった
メヒシバを詠った。
朝霧にぬれたわみたる夏草の　めひじはの穂のほのか
にそよぐ
めひじは（雌陽皺）はメヒシバの別名である。

（公財）日本植物調節剤研究協会
兵庫試験地　須藤　健一雌日芝・雌陽皺（メヒシバ）

連載・雑草のよもやま　第4回　23

「救荒植物」とは，飢饉や災害などでの食糧不足を補うた
めに利用された，主として雑草をはじめとする野生の植物を
指す。元日本雑草学会会長の佐合隆一先生は，「人類が食糧
飢餓に瀕するような事態に，食用にできる植物として古来伝
えてきた『救荒植物』は，人類が残すべき植物としてリスト
アップしておく必要がある」との視点から「救荒雑草（2012）」
を刊行された。同書では，「食べられる野草（陸軍獸醫學校
研究部 1943）」，「食べられる草木 上・下（水野葉舟 1942-
43）」および朝鮮半島での「救荒植物と其の利用法（林泰治 
1944）」が太平洋戦争末期の食糧不足での記録として紹介さ
れた。「食べられる野草」の「緒言」では野生植物利用の意
義が以下のように記された。
「さて兵器と食糧は戰争に不可缼のもので，（中略）野草の活用

こそ重大な意義が生じて來るのであつて，草は牛馬を飼ふべき

もの，飢饉時にのみ利用すべきものである，といふやうな狭い

考へに閉ぢこめられて等閑に附してはゐられない重大な問題で

ある。」

太平洋戦争中の戦地では国内と同様に，雑草をはじめ野生
植物に頼るほどの食糧不足に陥った。当時，日本の委任統治
下にあった西太平洋のパラオ諸島（現：パラオ共和国）で
は，「・・我々の日常生活に一日も缺くべからざる野菜類の

供給充分ならざる體驗と，時局の重大性に鑑み，本群島も遠
からず自給自足の時期到來するものと信じ，・・」て，「パラ
オ諸島に於ける救荒植物」のリストが作られた（岡部正義 
1941）し，マラヤ（現：マレーシア・シンガポール）では「雑
草のよもやま 3」で触れたように，昭南（ラッフルズ）植物園・
博物館などから植物図のついた 4 種類の冊子が，筆者の知る
限り1944 年からわずか 1 年半の間に刊行された（図 -1）。

①　  食用野生動植物　昭南植物園・昭南博物館編纂　馬來
軍政監部　昭和 19（1944）年 1 月

②　  馬來食用野生植物圖説　昭南博物館・昭南植物園編　
馬來軍政監部　昭和 19（1944）年 1 月

③　  南方圏有用植物圖説　第壹編藥用植物　編輯責任者渡
邊淸彦　馬來軍政監部　昭和 19（1944）年 8 月

④　  南方圏有用植物圖説　第貮編食用植物　編輯責任者渡
邊淸彦　昭南植物園　昭和 20（1945）年 5 月

③と④は「雑草のよもやま　3」で述べたように，コー
ナー・渡辺著の「図説　熱帯植物集成（1969）」のもとになっ
た刊行物である。①の「食用野生動植物」は，シンガポール
在住の方のブログ (http://tropicalplant.air-nifty.com/top/
cat6889318/index.html) で「・・こういった経緯で作られ
たものの，コピーだったのでした。序文を誰が書いたのかは

連載・雑草のよもやま《第4回》

森田　弘彦

太平洋戦争終戦直前，
シンガポールで食用野生植物の図説冊子を作った

3人の植物学者（１ E. J. H. コーナー先生）

公益財団法人
日本植物調節剤研究協会
技術顧問

図 -1　‌‌太平洋戦争末期にシンガポールで刊行された4種の食用野生植物の図説冊子

図-1
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書かれていません。でもとても興味深いのです。・・」と紹介
されたように，コーナー先生が「思い出の昭南博物館 占領下
シンガポールと徳川候（石井美樹子訳 1982）」で次のように
回想された冊子に該当する。
「昭和 18 年 8 月，侯爵（筆者注：マライ軍政監部最高顧問，

昭南博物館総長：徳川義親侯爵）は，食糧事情が日増しに悪化

してゆくのを憂慮して，マラヤの有用植物と動物に関する小冊

子を日本語で出版することにした。秘書の大森嬢，バート（同：

ウィリアム・バートウィッスル氏，水産関係の専門家）と私が

その仕事を依頼され，バートは動物関係を，私が植物関係を担

当した。素人でもすぐに識別できるよう挿絵を入れた。挿絵は

私たちの画いたもので，お世辞にも上手といえる代物ではな

かったが，博物館から立派に出版された。これも数部図書館に

入れられた。私は，今も一部手許に保存している。」

戦争の最後の時期に昭南博物館・植物園が野生植物利用の
冊子を次々に発行できたのは，郡場寛博士，渡辺清彦博士，
E. J. H. Corner 博士などの植物学者が，生物学者でもあっ
た徳川義親侯爵のもとで活躍していたからに他ならない。南
アメリカ原産で世界の熱帯に雑草として広く分布するクサト
ケイソウ（Passiflora foetida L.）は①，②および④で図説され，
描き手の特徴がよくわかる（図 -2）。これらの冊子の特徴と，

それに関わった植物学者の足跡をたどる。

1. 「食用野生動植物」

本冊子は全44ページで，「第一部　野生動物」にゾウ，トラ，
サル，ニシキヘビ，オオコウモリ，カタツムリなど，「第二
部　淡水魚」にコイやナマズの食べ方およびそれらの捕獲用
具などを解説した後に，「第三部　食用植物」の「一　椰子」
でココヤシ，サトウヤシ，アブラヤシ，サゴヤシおよびニッ
パヤシを紹介し，最後に「二　野生の果實」で「草類，蔓類，
灌木類，樹木類」として 41 種を示した。ヤシ類には，植物
全体の図と１ページ以上の詳細な解説文があり，果実類では
実のついた小枝の図と，カタカナとアルファベットでのマ
レー語名，属名または種小名を含めた学名に続いて簡単な解
説がある。蔓類にあるクサトケイソウでは以下のようである。
「ブア・スス　（Buah Susu)「Passiflora」

果は卵型で径 2 糎位。橙色又は黄色。軟かい毛の様な緑の袋

に入ってゐる。蔓には毛がある。葉は手の平位で三つに分かれ

てゐる。到る處にある。」

解説文はおそらくコーナー先生の英文を大森秘書が訳した
のであろう。植物の図は，「挿絵は私たちの画いたもの」と

図 -2　‌‌シンガポールで3人の植物学者が描いた雑草、クサトケイソウ（Passiflora foetida L.）の図と生植物

「食用野生動植物」：E.J.H.Corner 先生

「南方圏有用植物圖説」：渡辺清彦先生

生態画像：タイ東北部スワナプヌにて（1999年 8月）「馬來用食用野生植物圖説」：郡場寛先生？
「馬來用食用野生植物圖説」：郡場寛先生？

「食用野生動植物」：E.J.H. Corner先生

「南方圏有用植物圖説」：渡辺清彦先生

生態画像：タイ東北部スワナプムにて（1999年8月）
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あるのでコーナー先生の手になるものである。先生は日本軍
の侵攻前の 1940 年に「Wayside Trees of Malaya」をシン
ガポールで出版した。道路から見える樹木約 950 種を解説
と写真の 2 巻に分けて示したもので，とかく背が高くて地
面から細部の観察の難しい熱帯の樹木に関して，落下した小
枝，花，果実などを利用して同定し，熱帯の自然を理解する
ことを目的とした。このため，第１巻の解説では花や果実の
スケッチが多数配置された。先生は，ヤシの実を採るサルを
訓練してボタニカル・モンキーとし，高木の枝などを採集し
たことで知られているが，この本の表紙にはその様子が描か
れた（1951 年の第 2 版，図 -3）。「食用野生動植物」には，

「Wayside Trees of Malaya」から転用された，または加工
された植物図がいくつかある（図 -4）ので，先生の回想が
裏付けられる。

動物については，上野動物園の園長を務めた古賀忠道博士
が昭南博物館にいたことから，何らかの形で関与されたか
もしれないが，水産の専門家であった W. バートウィッスル
氏の担当とあるので，挿図も同氏によるものであろう（図
-5）。哺乳類，爬虫類，カエル，カタツムリ，淡水魚が図入
りで扱われているが，なぜか鳥類はない。例えば，「虎（ハ
リマウ）：若い虎の肉は割合うまい。トラテキ・鋤焼いずれ
もよろしい。心臓，肝臓，生殖器などは強精媚藥として尊重
される。殊に髭の黑焼きは効能顕著なりといふ。」とあって，

「野生の果實」に比べると，動物の食べ方については具体的
な体験が多く記されている。

「食用野生動植物」の「序」は以下のように，前掲の陸軍
獣医学校の「食べられる野草」のそれに比べて穏や
かな書き出しである。

「・・一般に人々が食糧としてゐる牛・山羊・雞・魚等，

又米・麥を初め野菜・果物の外に野生の動物，植物で手

近にあり又普通目に觸れるもので食用になる物は澤山あ

る。考へたり工夫したりすることにより食る物に不自由

するといふことはまづないものである。たゞ ，今迄は

贅澤に馴れたのと食べつけないので判斷がつかず，不安

で尻込みしてゐたのにすぎないのである。この自然に與

へられた恵を知らないで，或は捨て顧みないでゐるのは

勿体ないことである。出來るだけ，それを利用しなけれ

ばいけない。・・」

「捕虜」の身であったイギリス人の動・植物学者
が，博物館・植物園の場で日本人向けの情報を提供
したことは，異例なことであったろう。（つづく）

図 -3　‌‌「ボタニカル・モンキー」を使う植物採集の場面を表
紙に配した，コーナー先生の「Wayside‌Trees‌of‌
Malaya（1951年の第2版）」

図 -4　‌‌「Wayside‌Trees‌of‌Malaya」から「食用野生動植物」に転用，
加工されたコーナー先生の植物画

図 -5　「食用野生動植物」での「野生動物」と「淡水魚」の挿図

図-5

Wayside 
trees of 
Malaya

食用野生
動植物

ブルーベリーの類（ツツジ科）：
Vaccinium malaccense

イチジクの類（クワ科）：Ficus
obphyramidata

バロンアイアム（トウダイグサ科）：
Antidesmaa ghaesembilla

図-4
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平成２７年度春夏作野菜花き関係   

  除草剤・生育調節剤試験判定結果 
 

 (公財)日本植物調節剤研究協会 
 

 

平成 27 年度春夏作野菜花き関係除草剤・生育調節剤試験成績検討会は､平成27 年 12 月 16 日(水)

～17日(木)に浅草ビューホテルにおいて開催された。 

 この検討会には、試験場関係者56名、委託関係者38名ほか、計108名の参集を得て、除草剤19

薬剤(108点)、生育調節剤10薬剤(24点)について、試験成績の報告と検討が行われた。 

 その判定結果および使用基準については、次の判定表に示す通りである。 
 

A.野菜関係 除草剤   

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.AC-263 液 
イマザモックスアンモニ
ウム塩:0.85% 
 
 
[BASFジャパン]  

サヤインゲン サヤインゲン出芽直前，雑草発
生始期(北海道:2年目) 

実・継 実) 
[春夏作，露地;一年生広葉雑草] 
・サヤインゲン出芽直前，雑草発生始期 
・全面茎葉兼土壌処理 
・300mL<100L>/10a 
 
継) 
・サヤインゲン出芽直前，雑草発生始期， 
薬量200～250mL/10aでの効果，薬害の確認 

・サヤインゲン出芽期，雑草発生始期～揃期で
の効果，薬害の確認 

サヤインゲン サヤインゲン出芽期，雑草発生
揃期 
(北海道:2年目) 

サヤインゲン 倍量薬害(出芽直前)

サヤインゲン 倍量薬害(出芽期)

2.ANK-553(改) 乳 
ペンディメタリン:30.0% 
 
 
[BASFジャパン]  

ショウガ ショウガの植付後，雑草発生前
(全域:2年目) 

継 継) 
・効果，薬害の確認 

3.BJL-861 微粒 
ダゾメット:96.5% 
(表示値変更) 
 
 
[アグロカネショウ]  

ニラ 薬量拡大(60㎏/10a) 実・継 実)
[春夏作，露地;一年生雑草全般] 
・播種または定植21日以前 
・土壌混和処理 
・20～30kg/10a 
 
注)深さ15～25cmに土壌と十分混和後ビニル被
覆，7～14日後被覆を除去して少なくとも2回以
上の耕起によるガス抜き 
 
継) 
・薬量60kg/10a処理での効果，薬害の確認 

4.NH-007 フロアブル 
ピラフルフェンエチ
ル:0.16% 
グリホサートイソプロピ
ルアミン塩:30.0% 
 
 
[日本農薬]  

ネギ 畦間処理(2年目) 実・継
 

実) 
[春夏作，露地;一年生雑草] 
・耕起または定植前 
 雑草生育期(草丈30cm以下) 
・全面茎葉処理 
・400～600mL<100L>/10a 
 
[春夏作，露地;一年生雑草] 
・ネギ生育期，雑草生育期 
・畦間茎葉処理 
・400～600mL<100L>/10a 
注) 
・雑草の草丈30cm以下で散布する 
・作物に飛散しないように散布する 
 
継) 
・定植直前処理での薬害について年次変動の確
認 

平成27年度春夏作野菜花き関係除草剤・生育調節剤試験成績検討会は， 平成27年 12月 16日 (水 )～ 17日 (木 )に浅草ビュー

ホテルにおいて開催された。

この検討会には，試験場関係者 56 名，委託関係者 38 名ほか，計 108 名の参集を得て，除草剤 19 薬剤 (108 点 )，生育調節剤

10 薬剤 (24 点 ) について，試験成績の報告と検討が行われた。

その判定結果および使用基準については，次の判定表に示す通りである。

( 公財 )日本植物調節剤研究協会　技術部

平成 27 年度春夏作野菜花き関係
除草剤・生育調節剤試験判定結果
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A.野菜関係 除草剤   

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.AC-263 液 
イマザモックスアンモニ
ウム塩:0.85% 
 
 
[BASFジャパン]  

サヤインゲン サヤインゲン出芽直前，雑草発
生始期(北海道:2年目) 

実・継 実) 
[春夏作，露地;一年生広葉雑草] 
・サヤインゲン出芽直前，雑草発生始期 
・全面茎葉兼土壌処理 
・300mL<100L>/10a 
 
継) 
・サヤインゲン出芽直前，雑草発生始期， 
薬量200～250mL/10aでの効果，薬害の確認 

・サヤインゲン出芽期，雑草発生始期～揃期で
の効果，薬害の確認 

サヤインゲン サヤインゲン出芽期，雑草発生
揃期 
(北海道:2年目) 

サヤインゲン 倍量薬害(出芽直前)

サヤインゲン 倍量薬害(出芽期)

2.ANK-553(改) 乳 
ペンディメタリン:30.0% 
 
 
[BASFジャパン]  

ショウガ ショウガの植付後，雑草発生前
(全域:2年目) 

継 継) 
・効果，薬害の確認 

3.BJL-861 微粒 
ダゾメット:96.5% 
(表示値変更) 
 
 
[アグロカネショウ]  

ニラ 薬量拡大(60㎏/10a) 実・継 実)
[春夏作，露地;一年生雑草全般] 
・播種または定植21日以前 
・土壌混和処理 
・20～30kg/10a 
 
注)深さ15～25cmに土壌と十分混和後ビニル被
覆，7～14日後被覆を除去して少なくとも2回以
上の耕起によるガス抜き 
 
継) 
・薬量60kg/10a処理での効果，薬害の確認 

4.NH-007 フロアブル 
ピラフルフェンエチ
ル:0.16% 
グリホサートイソプロピ
ルアミン塩:30.0% 
 
 
[日本農薬]  

ネギ 畦間処理(2年目) 実・継
 

実) 
[春夏作，露地;一年生雑草] 
・耕起または定植前 
 雑草生育期(草丈30cm以下) 
・全面茎葉処理 
・400～600mL<100L>/10a 
 
[春夏作，露地;一年生雑草] 
・ネギ生育期，雑草生育期 
・畦間茎葉処理 
・400～600mL<100L>/10a 
注) 
・雑草の草丈30cm以下で散布する 
・作物に飛散しないように散布する 
 
継) 
・定植直前処理での薬害について年次変動の確
認 

平成27年度春夏作野菜花き関係除草剤・生育調節剤試験成績検討会は， 平成27年 12月 16日 (水 )～ 17日 (木 )に浅草ビュー

ホテルにおいて開催された。

この検討会には，試験場関係者 56 名，委託関係者 38 名ほか，計 108 名の参集を得て，除草剤 19 薬剤 (108 点 )，生育調節剤

10 薬剤 (24 点 ) について，試験成績の報告と検討が行われた。

その判定結果および使用基準については，次の判定表に示す通りである。

( 公財 )日本植物調節剤研究協会　技術部

平成 27 年度春夏作野菜花き関係
除草剤・生育調節剤試験判定結果
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 2

A.野菜関係 除草剤   

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

5.NK-1101 水和 
S-メトラクロール:24.8% 
プロメトリン:26.6% 
 
 
[日本化薬]  

ヤマノイモ 萌芽後畦間処理 実・継
(従来ど
おり)

実) 
[春夏作，露地;一年生雑草] 
・植付後萌芽前，雑草発生前 
・全面土壌処理 
・225～300g<100L>/10a 
 
継) 
・畦間処理での効果，薬害の確認(萌芽後処理)

6.NP-55 乳 
セトキシジム:20% 
 
 
[日本曹達]  

セロリ イネ科雑草3～6葉期(2年目) 実 実) 
[春夏作，露地;一年生イネ科雑草 

(スズメノカタビラを除く)] 
・セロリ生育期，イネ科雑草3～6葉期 
・全面茎葉処理 
・150～200mL<100～150L>/10a 

7.SL-122 顆粒水和 
フルアジホップ-P:7% 
リニュロン:30% 
 
 
[石原産業 
*石原バイオサイエンス]  

ニンジン ニンジン播種後出芽前，雑草発
生前 
(北海道:2年目) 

実・継
(従来ど
おり)

実) 
[春夏作，露地;一年生雑草] 
・播種後出芽前，雑草発生前 
・全面土壌処理 
・200～250g<100L>/10a 
 
[春夏作，露地;一年生雑草] 
・ 生育期(1～2葉期)，雑草生育期(草丈20cm以下)
・全面茎葉兼土壌処理 
・200～250g<100L>/10a 
 
[春夏作，露地;一年生雑草] 
・ 生育期(3～5葉期)，雑草生育期(草丈20cm以下)
・全面茎葉兼土壌処理 
・170～250g<100L>/10a 
 
注) 
・ニンジン生育期の処理では褐変，葉枯れを生
じる場合がある 

 
継) 
・ニンジン出芽揃期処理での効果の確認 
・生育期処理での薬害の確認 
・播種後出芽前処理での年次変動の確認(北海道)

8.アラクロール 乳 
アラクロール:43% 
 
 
[日産化学工業]  

タマネギ タマネギ定植後，雑草発生前 － <作用性> 

9.リニュロン 水和 
リニュロン:50.0% 
 
 
[TKI社]  

アスパラガス 養生中のアスパラガス生育期
(立茎期)の畦間株間散布(北海
道) 

継 継) 
・効果，薬害の確認 

(畦間処理，萌芽始期処理) 
アスパラガス アスパラガス萌芽始期

アスパラガス 養生中のアスパラガス生育期
(立茎期)の畦間株間散布(東北
以南) 

ネギ ネギの全面散布 実 実) 
[春夏作，露地;一年生雑草] 
・定植活着後 雑草発生前 
・畦間土壌散布 
・100～150g<70～150L>/10a 
 
[春夏作，露地;一年生広葉雑草] 
・定植活着後，雑草発生揃期 
・全面茎葉兼土壌処理 
・75～150g<100L>/10a 
注)砂質土壌では葉枯れ，生育抑制が生じる場合
がある｡ 
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B.平成26年度 春夏作分 野菜関係 除草剤   

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.AH-01 液 
グルホシネートPナトリウ
ム塩:11.5% 
 
 
[*Meiji Seikaファルマ 
北興化学工業]  

アスパラガス 多年生雑草，スギナへの草種拡
大 
(収穫打切り後) 

実・継
(従来ど
おり) 

実) 
[春夏作;一年生雑草] 
・萌芽前，雑草生育期(草丈30cm以下) 
・ 全面茎葉処理 
・300～500mL<100～150L>/10a 
 
[春夏作;一年生雑草，多年生広葉雑草，スギナ]
・収穫打ち切り後，雑草生育期(草丈30cm以下) 
・全面茎葉処理 
・500～1000mL<100～150L>/10a 
 
継) 
・収穫打ち切り後全面処理での多年生イネ科雑草
に対する効果の確認 

 

 

 

C.花き関係 除草剤  

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.AK-01 液 
グリホサートイソプロピ
ルアミン塩:41% 
 
 
[TAC普及会]  

ツツジ 
・サツキ 

一年生雑草 実 実) 
[(ツツジ・サツキ);一年生雑草] 
・生育期，雑草生育期 
・雑草茎葉処理 
・250～500mL<50～100L>/10a 
 
注) 
・雑草の草丈30cm以下で散布する｡ 
・作物に飛散しないように散布する 

2.AKD-7164 水和 
シアナジン:50% 
 
 
[アグロカネショウ]  

花卉類 ゼニゴケ，ジャゴケ － <作用性> 

3.ANK-553 細粒 
ペンディメタリン:2.0% 
 
 
[BASFジャパン]  

キク キク(移植):定植後，雑草発生
前 
(全域:3年目) 

実・継 実) 
[春夏作;一年生雑草(キク科，ツユクサを除く)]
・定植後，雑草発生前 
・全面土壌処理 
・4～6kg/10a 
 
継) 
・直挿し栽培での薬害の確認 

4.ANK-553(改) 乳 
ペンディメタリン:30.0% 
 
 
[BASFジャパン]  

キク キクの定植後への処理時期
拡大 
(全域:3年目) 

実・継
(従来ど
おり)

実) 
[春夏作;一年生雑草(キク科を除く)] 
・定植前，雑草発生前 
・全面土壌処理 
・300～400mL<70～150L>/10a 
 
継) 
・定植後，雑草発生前での効果，薬害の確認 

5.GG-152 微粒 
グリホサートイソプロピ
ルアミン塩:3% 
フルミオキサジン:0.1% 
 
 
[保土谷アグロテック]  
  

アベリア 一年生雑草 実・継 実)
[(ツツジ・サツキ，ツバキ・サザンカ);一年生雑
草] 
・生育期 雑草生育期 
・雑草茎葉処理 
・10～20kg/10a 
注) 
・雑草の草丈30cm以下で散布する 
・作物に飛散しないように散布する 
 
継) 
・アベリアでの効果，薬害の確認 

ツバキ・ 
サザンカ 

一年生雑草

 3

 

B.平成26年度 春夏作分 野菜関係 除草剤   

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.AH-01 液 
グルホシネートPナトリウ
ム塩:11.5% 
 
 
[*Meiji Seikaファルマ 
北興化学工業]  

アスパラガス 多年生雑草，スギナへの草種拡
大 
(収穫打切り後) 

実・継
(従来ど
おり) 

実) 
[春夏作;一年生雑草] 
・萌芽前，雑草生育期(草丈30cm以下) 
・ 全面茎葉処理 
・300～500mL<100～150L>/10a 
 
[春夏作;一年生雑草，多年生広葉雑草，スギナ]
・収穫打ち切り後，雑草生育期(草丈30cm以下) 
・全面茎葉処理 
・500～1000mL<100～150L>/10a 
 
継) 
・収穫打ち切り後全面処理での多年生イネ科雑草
に対する効果の確認 

 

 

 

C.花き関係 除草剤  

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.AK-01 液 
グリホサートイソプロピ
ルアミン塩:41% 
 
 
[TAC普及会]  

ツツジ 
・サツキ 

一年生雑草 実 実) 
[(ツツジ・サツキ);一年生雑草] 
・生育期，雑草生育期 
・雑草茎葉処理 
・250～500mL<50～100L>/10a 
 
注) 
・雑草の草丈30cm以下で散布する｡ 
・作物に飛散しないように散布する 

2.AKD-7164 水和 
シアナジン:50% 
 
 
[アグロカネショウ]  

花卉類 ゼニゴケ，ジャゴケ － <作用性> 

3.ANK-553 細粒 
ペンディメタリン:2.0% 
 
 
[BASFジャパン]  

キク キク(移植):定植後，雑草発生
前 
(全域:3年目) 

実・継 実) 
[春夏作;一年生雑草(キク科，ツユクサを除く)]
・定植後，雑草発生前 
・全面土壌処理 
・4～6kg/10a 
 
継) 
・直挿し栽培での薬害の確認 

4.ANK-553(改) 乳 
ペンディメタリン:30.0% 
 
 
[BASFジャパン]  

キク キクの定植後への処理時期
拡大 
(全域:3年目) 

実・継
(従来ど
おり)

実) 
[春夏作;一年生雑草(キク科を除く)] 
・定植前，雑草発生前 
・全面土壌処理 
・300～400mL<70～150L>/10a 
 
継) 
・定植後，雑草発生前での効果，薬害の確認 

5.GG-152 微粒 
グリホサートイソプロピ
ルアミン塩:3% 
フルミオキサジン:0.1% 
 
 
[保土谷アグロテック]  
  

アベリア 一年生雑草 実・継 実)
[(ツツジ・サツキ，ツバキ・サザンカ);一年生雑
草] 
・生育期 雑草生育期 
・雑草茎葉処理 
・10～20kg/10a 
注) 
・雑草の草丈30cm以下で散布する 
・作物に飛散しないように散布する 
 
継) 
・アベリアでの効果，薬害の確認 

ツバキ・ 
サザンカ 

一年生雑草
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B.平成26年度 春夏作分 野菜関係 除草剤   

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.AH-01 液 
グルホシネートPナトリウ
ム塩:11.5% 
 
 
[*Meiji Seikaファルマ 
北興化学工業]  

アスパラガス 多年生雑草，スギナへの草種拡
大 
(収穫打切り後) 

実・継
(従来ど
おり) 

実) 
[春夏作;一年生雑草] 
・萌芽前，雑草生育期(草丈30cm以下) 
・ 全面茎葉処理 
・300～500mL<100～150L>/10a 
 
[春夏作;一年生雑草，多年生広葉雑草，スギナ]
・収穫打ち切り後，雑草生育期(草丈30cm以下) 
・全面茎葉処理 
・500～1000mL<100～150L>/10a 
 
継) 
・収穫打ち切り後全面処理での多年生イネ科雑草
に対する効果の確認 

 

 

 

C.花き関係 除草剤  

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.AK-01 液 
グリホサートイソプロピ
ルアミン塩:41% 
 
 
[TAC普及会]  

ツツジ 
・サツキ 

一年生雑草 実 実) 
[(ツツジ・サツキ);一年生雑草] 
・生育期，雑草生育期 
・雑草茎葉処理 
・250～500mL<50～100L>/10a 
 
注) 
・雑草の草丈30cm以下で散布する｡ 
・作物に飛散しないように散布する 

2.AKD-7164 水和 
シアナジン:50% 
 
 
[アグロカネショウ]  

花卉類 ゼニゴケ，ジャゴケ － <作用性> 

3.ANK-553 細粒 
ペンディメタリン:2.0% 
 
 
[BASFジャパン]  

キク キク(移植):定植後，雑草発生
前 
(全域:3年目) 

実・継 実) 
[春夏作;一年生雑草(キク科，ツユクサを除く)]
・定植後，雑草発生前 
・全面土壌処理 
・4～6kg/10a 
 
継) 
・直挿し栽培での薬害の確認 

4.ANK-553(改) 乳 
ペンディメタリン:30.0% 
 
 
[BASFジャパン]  

キク キクの定植後への処理時期
拡大 
(全域:3年目) 

実・継
(従来ど
おり)

実) 
[春夏作;一年生雑草(キク科を除く)] 
・定植前，雑草発生前 
・全面土壌処理 
・300～400mL<70～150L>/10a 
 
継) 
・定植後，雑草発生前での効果，薬害の確認 

5.GG-152 微粒 
グリホサートイソプロピ
ルアミン塩:3% 
フルミオキサジン:0.1% 
 
 
[保土谷アグロテック]  
  

アベリア 一年生雑草 実・継 実)
[(ツツジ・サツキ，ツバキ・サザンカ);一年生雑
草] 
・生育期 雑草生育期 
・雑草茎葉処理 
・10～20kg/10a 
注) 
・雑草の草丈30cm以下で散布する 
・作物に飛散しないように散布する 
 
継) 
・アベリアでの効果，薬害の確認 

ツバキ・ 
サザンカ 

一年生雑草
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B.平成26年度 春夏作分 野菜関係 除草剤   

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.AH-01 液 
グルホシネートPナトリウ
ム塩:11.5% 
 
 
[*Meiji Seikaファルマ 
北興化学工業]  

アスパラガス 多年生雑草，スギナへの草種拡
大 
(収穫打切り後) 

実・継
(従来ど
おり) 

実) 
[春夏作;一年生雑草] 
・萌芽前，雑草生育期(草丈30cm以下) 
・ 全面茎葉処理 
・300～500mL<100～150L>/10a 
 
[春夏作;一年生雑草，多年生広葉雑草，スギナ]
・収穫打ち切り後，雑草生育期(草丈30cm以下) 
・全面茎葉処理 
・500～1000mL<100～150L>/10a 
 
継) 
・収穫打ち切り後全面処理での多年生イネ科雑草
に対する効果の確認 

 

 

 

C.花き関係 除草剤  

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.AK-01 液 
グリホサートイソプロピ
ルアミン塩:41% 
 
 
[TAC普及会]  

ツツジ 
・サツキ 

一年生雑草 実 実) 
[(ツツジ・サツキ);一年生雑草] 
・生育期，雑草生育期 
・雑草茎葉処理 
・250～500mL<50～100L>/10a 
 
注) 
・雑草の草丈30cm以下で散布する｡ 
・作物に飛散しないように散布する 

2.AKD-7164 水和 
シアナジン:50% 
 
 
[アグロカネショウ]  

花卉類 ゼニゴケ，ジャゴケ － <作用性> 

3.ANK-553 細粒 
ペンディメタリン:2.0% 
 
 
[BASFジャパン]  

キク キク(移植):定植後，雑草発生
前 
(全域:3年目) 

実・継 実) 
[春夏作;一年生雑草(キク科，ツユクサを除く)]
・定植後，雑草発生前 
・全面土壌処理 
・4～6kg/10a 
 
継) 
・直挿し栽培での薬害の確認 

4.ANK-553(改) 乳 
ペンディメタリン:30.0% 
 
 
[BASFジャパン]  

キク キクの定植後への処理時期
拡大 
(全域:3年目) 

実・継
(従来ど
おり)

実) 
[春夏作;一年生雑草(キク科を除く)] 
・定植前，雑草発生前 
・全面土壌処理 
・300～400mL<70～150L>/10a 
 
継) 
・定植後，雑草発生前での効果，薬害の確認 

5.GG-152 微粒 
グリホサートイソプロピ
ルアミン塩:3% 
フルミオキサジン:0.1% 
 
 
[保土谷アグロテック]  
  

アベリア 一年生雑草 実・継 実)
[(ツツジ・サツキ，ツバキ・サザンカ);一年生雑
草] 
・生育期 雑草生育期 
・雑草茎葉処理 
・10～20kg/10a 
注) 
・雑草の草丈30cm以下で散布する 
・作物に飛散しないように散布する 
 
継) 
・アベリアでの効果，薬害の確認 

ツバキ・ 
サザンカ 

一年生雑草
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C.花き関係 除草剤  

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

6.HW-953 粒 
シアナジン:1.0% 
DCBN:1.5% 
DCMU:3.0% 
 
 
[保土谷アグロテック]  

アベリア 一年生雑草，多年生広葉雑草，
スギナ 

実・継 実) 
[(ツツジ・サツキ，アベリア); 

一年生雑草，多年生広葉雑草]
・生育期，雑草生育期(草丈15cm以下) 
・土壌処理 
・10～20kg/10a 
注) 
・樹幹，枝葉にかからないように散布する 
 
継) 
・スギナに対する効果の確認 
・連年処理した場合の薬害の確認 

7.NC-628 液 
グリホサートカリウム
塩:0.96% 
 
 
[日産化学工業]  

ツツジ 
・サツキ 

一年生雑草，多年生雑草 継 継)
・効果，薬害の確認 

ツツジ 
・サツキ 

スギナ 

ツツジ 
・サツキ 

倍量薬害の確認

8.NC-636 液 
グ リ ホ サ ー トカ リ ウ ム
塩:0.96% 
ペラルゴン酸:2% 
 
 
[日産化学工業]  

 

ツツジ 
・サツキ 

一年生雑草，多年生雑草 継 継)
・効果，薬害の確認 

ツツジ 
・サツキ 

スギナ 

ツツジ 
・サツキ 

倍量薬害の確認

9.SCC-010 液 
グルホシネート:18.5% 
 
 
[ラスジャパン]  

ユリ 畦間処理 継 継)
・効果，薬害の確認 

キク 畦間処理 

ツツジ 
・サツキ 

一年生雑草

ツバキ 
・サザンカ 

一年生雑草

トルコギキョウ 一年生雑草

ヒマワリ 一年生雑草

ベニカナメモ
チ 

一年生雑草

リンドウ 一年生雑草

ユリ 倍量薬害の確認

キク 倍量薬害の確認

ツツジ 
・サツキ 

倍量薬害の確認

ツバキ 
・サザンカ 

倍量薬害の確認

トルコギキョ
ウ 

倍量薬害の確認

ヒマワリ 倍量薬害の確認

ベニカナメモ
チ 

倍量薬害の確認

リンドウ 倍量薬害の確認
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D.野菜関係 生育調節剤   

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.AF-3 錠剤 
1-メチルシクロプロペ
ン:0.63% 
 
 
[ローム・アンド・ハース
ジャパン]  

メロン 収穫後くん蒸処理による果実の
貯蔵性向上効果の確認 

継 継)
・効果，薬害の確認 

2.KT-30S 液 
ホルクロルフェニュロ
ン:0.1% 
 
 
[協和発酵バイオ]  
  

トマト 放射状裂果軽減:白斑症状の発
生要因の特定 

実・継 実) 
[放射状裂果軽減] 
・幼果期(果実径3～4cm) 
・10～20ppm<5mL/果房> 
・果房散布 
 
注)高温期の処理では白斑症状が見られる場合が
ある｡ 
 
継) 
・薬量5ppmでの効果，薬害の確認 

トマト 放射状裂果軽減:幼果期の薬剤
処理により収穫前に発生する果
皮障害を軽減する 

3.S-327D 液 
ウニコナゾールP:0.025% 
 
 
[住友化学]  

トマト 育苗期の伸長抑制の検討 － <作用性>

4.SYJ-243 フロアブル 
パクロブトラゾール 

:21.5% 
 
 
[シンジェンタジャパン]  

ミニトマト セル苗育苗期の伸長抑制効果の
検討(適用性:3年目) 

実・継 実) 
[育苗期の伸長抑制] 
・播種後覆土前 
・15万倍(1.5ppm)～4万5千倍(5.1ppm) 
<0.2mL/播種穴> 

・播種穴滴下処理 
 
継) 
・品種による効果，薬害のの確認 
・15万倍(1.5ppm)での効果の年次変動の確認 

 

 

 

E.花き関係 生育調節剤   

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.AF-3 くん蒸成型 
1-メチルシクロプロペ
ン:0.63% 
 
 
[ローム・アンド・ハース
ジャパン]  

ラン くん蒸処理による花の日持ち性
向上効果 

－ <作用性>

2.DAZ-85 顆粒水溶 
ダミノジッド:85% 
 
 
[ファイン アグロケミカル
ズ リミテッド]  

シクラメン 花梗，葉柄の伸長抑制 実 実) 
[花梗，葉柄の伸長抑制] 
・1回目 花芽揃期 2～3回目 花梗再伸長時 
・茎葉処理 
・200～300倍<7mL/4号鉢> 1～3回処理 
 
注)3回処理では開花が遅れる場合がある｡ 

3.NPK-063 水和 
フルルプリミドール:50% 
 
 
[日本農薬]  
  

トキワマン
サク 

新梢伸長抑制による剪定軽減効
果 

実・継
(従来ど
おり)

実)
[ベニカナメモチ，カイズカイブキ，ヒバ; 

新梢伸長抑制による剪定軽減]
・萌芽2週間前または新梢伸長開始2週間前 
・土壌処理 
・800～2000g<100～300L>/10a 
 
継) 
・トキワマンサク，マテバシイでの効果，薬害の

確認 

マテバシイ 新梢伸長抑制による剪定軽減効
果 
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D.野菜関係 生育調節剤   

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.AF-3 錠剤 
1-メチルシクロプロペ
ン:0.63% 
 
 
[ローム・アンド・ハース
ジャパン]  

メロン 収穫後くん蒸処理による果実の
貯蔵性向上効果の確認 

継 継)
・効果，薬害の確認 

2.KT-30S 液 
ホルクロルフェニュロ
ン:0.1% 
 
 
[協和発酵バイオ]  
  

トマト 放射状裂果軽減:白斑症状の発
生要因の特定 

実・継 実) 
[放射状裂果軽減] 
・幼果期(果実径3～4cm) 
・10～20ppm<5mL/果房> 
・果房散布 
 
注)高温期の処理では白斑症状が見られる場合が
ある｡ 
 
継) 
・薬量5ppmでの効果，薬害の確認 

トマト 放射状裂果軽減:幼果期の薬剤
処理により収穫前に発生する果
皮障害を軽減する 

3.S-327D 液 
ウニコナゾールP:0.025% 
 
 
[住友化学]  

トマト 育苗期の伸長抑制の検討 － <作用性>

4.SYJ-243 フロアブル 
パクロブトラゾール 

:21.5% 
 
 
[シンジェンタジャパン]  

ミニトマト セル苗育苗期の伸長抑制効果の
検討(適用性:3年目) 

実・継 実) 
[育苗期の伸長抑制] 
・播種後覆土前 
・15万倍(1.5ppm)～4万5千倍(5.1ppm) 
<0.2mL/播種穴> 

・播種穴滴下処理 
 
継) 
・品種による効果，薬害のの確認 
・15万倍(1.5ppm)での効果の年次変動の確認 
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F.平成26年度 春夏作分 花き関係 生育調節剤   

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.ジベレリン 液 
ジベレリン:0.5% 
 
 
[協和発酵バイオ]  

リンドウ 株の生育促進 実 実) 
[生育促進] 
・収穫終了時 
・株元散布 
・100～200ppm<5～10mL/株> 

2.ジベレリン 液 
ジベレリン:0.5% 
 
 
[岩手県農業研究センタ
ー]  

リンドウ 株の生育促進 

 
 
 
 
G.平成26年度 秋冬作分 花き関係生育調節剤  

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.エテホン 液 
エテホン:10% 
 
 
[福島県農業総合センタ
ー] 

ユキヤナ
ギ 

落葉開花促進 実・継
 

実)
[落葉開花促進] 
・根切り後～促成前 
・株全体散布 
・1000倍<1L/株> 
 
継) 
・500倍処理での効果，薬害の確認 
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●東北地域水稲関係除草剤試験中間現地検討会
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成績検討会
　7月26日(火)～27日(水)，大分県

広　 　　　場

編集後記
　3月29日と30日，日本雑草学会の講演会に行ってきま
した。いくつかの講演を聞いた中で，29日，農薬工業
会によるランチョンミーティングの質疑応答で参考に
なる意見交換がありました。農薬の安全性について学
校の先生方にきちんと話をするとわかってもらえたと
いうものです。私も博物館の学芸員から，農薬が多く
播かれたため昆虫の生息密度が減少したのではないか
と言われた経験があります。現在はきびしい安全性試
験も行われ，環境に負荷を与えるような農薬は登録に
ならないと返事をしたのですが，農薬悪者論はまだ根
深いと感じたのでした。
　2号は，スポーツターフの特集として，Ｊリーグやプ
ロ野球のスタジアムでピッチの芝管理に当たっておら
れる3名の方に原稿をいただきました。どの競技場を見
ても，ピッチは美しい緑を見せています。芝の維持に
は各グリーンキーパーが持てるノウハウをそこに注い
でくれるから美しいのだと，記事を読んでいただけれ
ばおわかりになるかと思います。　　　　  （編集子）

■正誤表
先月号（50巻1号）に誤りがありました。
以下の修正をお願いすると同時に，関係の方々に慎んでお
詫び申し上げます。
　　　　　　　　　　　　誤　　　　　　　正
p  3　著者名　　　　戸刈　義次　→　戸苅　義次
p16　著者所属　東京都農林総合県研究センター
　　　　　　　　　　　→　東京都農林総合研究センター
p19　中段下から8行　未透視　→　見通し
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　2号は，スポーツターフの特集として，Ｊリーグやプ
ロ野球のスタジアムでピッチの芝管理に当たっておら
れる3名の方に原稿をいただきました。どの競技場を見
ても，ピッチは美しい緑を見せています。芝の維持に
は各グリーンキーパーが持てるノウハウをそこに注い
でくれるから美しいのだと，記事を読んでいただけれ
ばおわかりになるかと思います。　　　　  （編集子）

■正誤表
先月号（50巻1号）に誤りがありました。
以下の修正をお願いすると同時に，関係の方々に慎んでお
詫び申し上げます。
　　　　　　　　　　　　誤　　　　　　　正
p  3　著者名　　　　戸刈　義次　→　戸苅　義次
p16　著者所属　東京都農林総合県研究センター
　　　　　　　　　　　→　東京都農林総合研究センター
p19　中段下から8行　未透視　→　見通し
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